
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

五
六
（
三
〇
六
）

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る

戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析

）二（

制
約
さ
れ
た
循
環
か
白
由
な
循
環
か

岡
崎
不
　
二

男

内
　
　
　
容

１
、
分
析
の
目
的

２
、
局
面
別
モ
デ
ル
の
特
徴

３
、
モ
デ
ル
の
意
味
と
フ
ィ
ッ
ト
に
関
す
る
テ
ス
ト

　
ー
　
・
　
各
種
の
テ
ス
ト

　
２
３
　
・
　
モ
デ
ル
ー
ｌ
Ｄ
個
別
構
造
方
程
式
の
意
味
と
部
分
テ
ス
ト
の
結
果

　
３
３
　
３
・
　
モ
デ
ル
“
Ｄ
に
対
す
る
全
体
テ
ス
ト
．
最
終
テ
ス
ト
結
果
（
以
上
第
十
二
巻
第
一
号
所
載
）

　
４
　
３
・
　
モ
デ
ル
ー
１
Ｕ
個
別
構
造
方
程
式
の
意
味
と
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
（
以
下
本
号
所
載
）

　
５
　
・
　
モ
デ
ル
”
Ｕ
に
対
す
る
全
体
テ
ス
ト
・
最
終
テ
ス
ト
結
果

　
３４
、
モ
デ
ル
に
抽
け
る
局
面
別
構
造
変
動
の
検
定

５
、
制
約
さ
れ
た
循
環
か
自
由
な
循
環
か

　
１
　
５
・
　
モ
デ
ル
の
動
学
的
性
質
に
関
す
る
若
干
の
テ
ス
ト

　
２
　
・
　
テ
ス
ト
の
帰
緕

　
５



　
・
４
　
モ
デ
ル
Ｈ
Ｕ
個
別
構
造
方
程
式
の
意
味
と
、
部
分
テ
ス
ト
結
果

　
３
【
個
人
消
費
関
数
】

　
（
一
ｑ
ｌ
Ｏ
ｌ
］
．
）
　
Ｏ
い
１
１
◎
．
べ
０
Ｎ
り
ｃ
ｏ
Ｏ
ア
一
十
９
Ｎ
０
べ
◎
ｏ
ｏ
く
－
十
Ｎ
０
べ
仁
¢
ｏ
◎

〔
変
数
選
択
〕
　
過
去
二
回
の
上
昇
期
問
と
も
、
個
人
消
費
は
一
貫
し
た
ト
レ
ソ
ド
を
も
っ
て
上
昇
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ヶ
イ
ソ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

　
型
、
フ
リ
ー
ド
マ
ソ
型
、
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
－
デ
ユ
ー
ゼ
ソ
ベ
リ
ー
型
な
ど
、
い
ず
れ
の
消
費
関
数
を
想
定
す
る
に
せ
よ
、
ま
ず
、

　
個
人
消
費
と
因
果
関
係
あ
り
と
思
わ
れ
る
変
数
相
互
の
単
相
関
係
数
を
求
め
る
と
、
予
想
通
り
い
ず
れ
も
極
め
て
高
い
相
関
を
持

　
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
変
数
を
組
み
合
わ
せ
て
関
数
を
作
製
す
る
な
ら
ば
、
当
然
線
型
重
合
の
危
険

　
に
陥
る
可
能
性
が
大
と
な
る
。

　
　
ヶ
イ
ソ
ズ
型
消
費
関
数
を
想
定
し
て
、
個
人
所
得
な
い
し
個
人
可
処
分
所
得
を
説
明
変
数
と
す
れ
ば
、
個
人
消
費
の
ほ
と
ん
ど

　
の
部
分
が
説
明
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

費肖？人個表
２
７

一

つ
●

第

６９９

０
一

十）明ユーグラ（費

“
」
ｊ
一
い
“

人閉術

１９９

０
一

十号■
一
〃
人個

４９９

０
一

十）期ーグラ（
１１１１

６８９

０
一

十得所分処可人岡イ

０９９

０
一

十）期ーグラ（
１１１１

１８９

０
一

十人

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
最
気
循
環
の
榊
造
分
析
Ｈ

こ
の
関
数
は
原
理
的
に
は
明
快
で
あ
る
カ
　
連
立
系
モ
デ
ル
の
作
製
に
は
単
純
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。

か
と
云
っ
て
、
フ
リ
ー
ド
マ
ソ
型
の
恒
常
所
得
仮
説
を
導
入
す
る
に
は
、
当
面
使
用
さ
れ
て
い
る
変
数

を
デ
ィ
ス
ァ
グ
リ
ゲ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
現
在
の
消
費
に
対
す
る
過
去
の
生
活
水

準
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
過
去
に
達
せ
ら
れ
た
最
高
の
生
活
水
準
は
維
持
さ
れ
る
と
い
う
、
生
沽
水
準

の
下
方
硬
直
性
を
考
慮
に
入
れ
た
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
二
〇
デ
ュ
ー
ゼ
ソ
ベ
リ
ー
型
消
費
関
数
を
中
心
と

し
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
個
人
消
費
時
系
列
の
タ
ィ
ム
・
シ
ェ
ー
プ
を
検
討
す
る
と
、
上
昇
期
問

二
七
期
中
、
過
去
の
消
費
水
準
よ
り
減
少
を
示
し
た
期
問
は
二
期
問
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
前
期

消
費
水
準
を
も
っ
て
、
過
去
に
達
成
さ
れ
た
最
商
消
費
水
準
に
代
置
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
三
〇
七
）



●

数関出支費肖
、
マ
人個表

２
８

‘
３第

立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

一
■
■
■
一
　
ｉ
　
　
，
　
　
一
　
　
－
一
　
■
－
－
１
■
！
↓
１
弓
！
－
－
－

Ｒ数
【
イ

【
！

７
【
’

ワ
’

係

９
ｏ
）
Ｑ
）
Ｑ
）
ｏ
Ｊ

９

〇
一

９
■

９
●

９
■

９
■

関

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

相

１
、
関相

し
し
し
定
し

ｕ
タ

系

な
な
な
不
な口人

＊

＊
１
＊

＊
１
＊

性

＊
。
一
。

。
一
。

得
得
得
得
得

意

所
所

所
所
分
分
所

有

処
処

人
人
可
可
人

の

人
人

個
個
個
個
個

数 ヨ
＊

＊

＊

＊

＊

＊
１
＊
１
＊
１
＊
１
＊
１

焚

－

ｉ

■

’

一

費
費
費
費
費

肖

旨

、
１
　
　
，
１

肖笥、
ト

、
｝
｛
　
　
こ
一
ｉ
　
・
７
　
　
，
７
　
　
・
マ

瓜
肌
舳
臥
肌

■

■
　
　
１
Ｉ
　
ｌ
！

■
　
■
　
’
　
１

－
１
２
３
４
５
■

式
一

－

程

Ｃ

■

’

方
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
三
〇
八
）

〔
関
数
選
択
〕
　
数
多
く
の
推
定
結
果
の
う
ち
、
経
済
的
意
味
に
お
い
て
興
味
深
く
、
か
つ
推
定
結
果

　
の
良
好
な
も
の
若
干
を
選
び
出
し
た
結
果
は
、
第
・
。
１
轟
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
○
関
数

　
も
重
相
関
係
数
は
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
り
、
人
口
を
変
数
と
し
て
使
用
し
た
も
の
を
除
き
す
べ
て
１
％

　
水
準
で
有
意
で
あ
る
。
個
人
所
得
ま
た
は
個
人
可
処
分
所
得
の
い
ず
れ
を
選
択
す
べ
き
か
に
つ
い

　
て
は
、
因
果
的
側
面
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
個
人
税
等
非
消
費
支
出
を
控
除
し
た
個
人
可
処
分
所
得

　
に
優
位
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
や
が
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
下
降
局
面
モ
デ

　
ル
に
お
い
て
、
個
人
所
得
が
変
数
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
前
老
を
選
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
　
こ
の
関
数
の
部
分
テ
ス
ト
結
果
は
、
第
。
。
１
。
。
Ｈ
図
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
（
ｄ
Ｉ
Ｏ
１
Ｈ
）
式
の
両
辺
を
で
割
る
と
、
平
均
消
費
係
数
を
示
す
式
が
得
ら
れ
る
。
す
な

　
わ
ち
、

　
　
○
い
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
－
１
一
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
０
べ
仁
¢
ｏ
◎

　
　
ｌ
Ｈ
◎
べ
◎
Ｎ
０
０
ｏ
　
　
　
　
＋
◎
Ｎ
◎
べ
◎
◎
〇
十

　
　
く
一
　
．
　
　
　
く
い
　
　
．
　
　
　
　
く
い

　
こ
こ
に
Ｏ
二
＼
‘
は
、
前
述
の
理
由
か
ら
、
Ｏ
§
§
＼
さ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
る
。
生
活

　
水
準
の
下
方
硬
直
性
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
は
、
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
の
§
・
く
：
＼
‘
や
、
デ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
－
ゼ
ソ
ベ
リ
ー
の
メ
＼
く
§
§
く
：
を
導
入
す
る
よ
り
も
、
　
こ
の
方
が
消
費
老
行
動
に
対
し
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
層
明
．
小
的
で
あ
る
。

　
　
こ
ｏ
関
数
か
ら
求
め
ら
れ
た
短
期
消
費
係
数
は
○
・
二
〇
七
で
あ
る
。
四
半
期
デ
ー
タ
に
よ
る

　
他
の
マ
ク
ロ
Ｈ
モ
デ
ル
と
較
べ
る
と
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
第
■
（
○
・
五
五
三
）
、
上
野
短
期
（
○
・
三
四

■



出支費消人個図
３
１

・
３第

８
０

７
５

７
０

６
５

６
０

’
３

値
値
繍
定
実
搾

■
！

！
１
〃

１
〃

〃

’
ｏ

’

〃

６・

〆

〃

！
”
’

〃
〃
♂

１

■
！
■

１

〃
ｏ

’
〃
〃

／

■
〃

ｏ
〃

ｏ
〃

〃〃
！〃

■〃

■
〃

’〃

’

‘

■

ｗＨＩＩ

５
５

５
０

Ｊ

３
６

」
Ｈ
一

　
３
５

し

（
千
億
円
）

６
０

４
５

Ｈ
一

　
３
４

じじ

１
し

ー
ゾ
ー
】Ｈ

一

　
３
１

ごじ

　
３
０
。
」
、
ノ
Ｗ
９
皿
２

　
六
）
、
阪
大
杜
研
（
○
・
三
〇
二
）
、

　
Ｔ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
第
Ｖ
（
○
・
二
九
五
）

　
等
よ
り
は
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

【
個
人
住
宅
投
資
関
数
】

　
（
ｑ
ｌ
宝
、
－
Ｈ
）
Ｈ
、
“
１
１
Ｈ
ｏ
◎
・
胃
ト

　
オ
一
十
◎
．
◎
○
◎
Ｎ
Ｈ
り
べ
ｏ
〇
一
ｌ
Ｈ
岬
Ｎ
閉
ベ
ベ
ｏ

〔
変
数
選
択
〕
　
個
人
住
宅
投
資
は
Ｇ

資投宅住人個表
２
９

－
３第

６６９

０
一

十口人

３６９

０
一

十得所人個

７５９

０
一

十得所分処可人個

１３９

０
一

十蓄貯人個

Ｎ
Ｅ
の
う
ち
わ
ず
か
二
～
三
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

き
わ
め
て
不
規
則
な
変
動
を
示
し
て
い
る
。
特
に
三
一
年

四
半
期
お
よ
び
三
五
年
四
半
期
に
お
い
て
、
対
前
期
比
一

〇
％
以
上
の
減
少
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
不
規
則
変

動
の
多
い
系
列
を
充
分
説
明
す
る
よ
う
な
変
数
を
見
出
す

　
こ
と
に
は
、
当
然
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
単
相
関
係
数
の

　
高
い
変
数
を
順
に
あ
げ
れ
ば
、
第
・
。
１
８
表
の
よ
う
に
な

　
る
。

〔
関
数
選
択
〕
　
推
定
結
果
の
主
な
も
の
は
、
塘
・
。
１
・
。
◎
表
に

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
有
意
な
方
程
式
は
（
¢
Ｉ
Ｈ
、
、
－
Ｈ
）
お
よ
び
（
ｑ
ｌ
Ｈ
、
、
１
～
）
で
あ
る
。
個
人
貯
蓄
と
個
人
所
得
の
い

　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
（
三
〇
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
つ
　
（
ゴ
ニ
○

ず
れ
を
選
択
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
変
数
の
有
意
性
の
程
度
、
相
関
係
数
の
大
い
さ
の
み
な
ら
ず
、
個
人
住
宅
投
資
○
源
泉
が

個
人
貯
蓄
〇
一
部
で
あ
る
と
い
う
困
果
的
視
点
を
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
個
人
貯
蓄
を
選
択
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
分
テ
ス
ト
は
、
第
・
。
ｌ
ｃ
．
Ｎ
図
に
示
さ
れ
て
い
る
。

数関資投宅往人個表
３
０

一
３第

Ｒ数

３

Ｏ

８

Ｏ

２

係

７
７
６
６
７

９
●

９
●

９
●

９
●

９
●

関

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

相

ｉ
関

し
し
し
り
し

相

あ

ｕ
ダ

関

系

相

な
な
な
正
な

－＊
性

＊
蓄
＊
得
得
蓄
蓄

所

意

貯
所
分
貯
貯

処

有

人
人
可
人
人

人

の

個
個
伽
個
個
一

－
　
，
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
，
ｊ
Ｉ
」

＊

＊

＊

＊

数
＊
口
＊
口
＊
口
＊
得
＊
口

万
一
１

変

人

人
人
人
個
人

、■
１
２
３
４
５
一

式

三
一
一

．

朽
吻
ｄ

１

一
１
，
プ

■

’

一
Ｕ

■
■

　
こ
の
関
数
を
、
三
五
年
Ｈ
一
〇
〇
と
す
る
指
数
に
変
換
す
れ
ば
、

　
　
　
　
｛
ミ
Ｈ
Ｈ
一
．
ｏ
岬
ｏ
オ
、
十
◎
．
Ｈ
ベ
ベ
ｏ
ｏ
◎
○
〇
一
ｌ
Ｈ
Ｈ
◎
ｏ

　
と
な
る
。
こ
の
バ
ラ
メ
タ
ー
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
人
口
一
％
の
変
化
は
、
個
人
貯
蓄
一
％
の
変

　
化
に
較
べ
て
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

【
設
傭
投
資
関
数
】

　
　
　
　
（
Ｃ
Ｉ
Ｈ
ｌ
Ｈ
）
　
－
十
〇
ｂ
り
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
〉
Ｏ
－
十
９
¢
ｃ
◎
べ
岬
べ
Ｈ
ア
一
十
９
岬
岬
］
１
Ｈ
仁
｝
、
－
十
〇
〇
◎
◎
仁
蜆

〔
変
数
選
択
〕
　
過
去
二
回
ｏ
上
昇
期
問
に
お
け
る
設
傭
投
資
の
推
移
は
、
二
九
年
三
四
半
期
～
三
二

　
年
二
四
半
期
と
三
三
年
二
四
半
期
～
三
六
年
四
四
半
期
と
で
、
か
な
り
の
相
異
を
示
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
前
者
に
お
け
る
伸
び
率
が
二
一
四
半
期
問
で
八
○
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
老
に
お

　
け
る
仲
び
率
は
一
五
四
半
期
問
で
二
二
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
両
期
問
と
も
、
前
半
の
一
年
問
ほ

　
ど
で
は
横
ば
い
状
態
を
続
け
た
の
ち
、
急
激
な
上
昇
に
転
化
し
て
お
り
、
特
に
後
者
に
お
い
て
旺

　
盛
な
投
資
ブ
ー
ム
を
生
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
箏
実
に
鑑
み
て
、
説
明
変
数
と
し
て
Ｇ
Ｎ
Ｅ
珊
減
・

　
個
人
消
費
瑚
減
、
加
速
度
原
理
）
あ
る
い
は
、
前
期
設
備
投
資
な
ど
を
州
い
る
こ
ど
を
試
み
る
。

　
　
設
燃
役
資
閑
数
ｏ
想
定
に
あ
た
っ
て
使
州
さ
れ
る
、
先
験
的
作
業
仮
説
と
し
て
は
、
い
加
速
度
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原
理
ｏ
箏
資
本
ス
ト
ツ
ク
調
整
原
理
岬
利
潤
動
機
、
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
使
用
さ
れ
る
説
明
原
理
如
何
に
よ
る

類
型
化
の
ほ
か
に
、
サ
ヴ
ヱ
ー
・
デ
ー
タ
を
使
用
す
る

設
傭
投
資
関
数
が
、
い
ま
一
つ
の
類
型
と
し
て
別
に
掲

げ
ら
れ
よ
う
。
既
存
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
例
示
す
る
な

ら
ば
、
加
速
度
原
理
を
と
り
入
れ
た
も
の
に
は
、
上
野

短
期
モ
デ
ル
、
ス
ト
ッ
ク
調
整
原
理
を
使
用
し
た
も
の

に
、
マ
イ
ナ
ス
の
バ
ラ
メ
タ
ー
符
号
を
も
つ
、
ク
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
４
）

ソ
日
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
ガ
ー
モ
デ
ル
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
第
■
、

第
Ｖ
モ
デ
ル
な
ど
が
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
調
整
原
埋
を
使

用
し
た
場
合
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
バ
ラ
メ
タ
ー
符
号
が
、

ク
ラ
イ
ソ
皿
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
ガ
ー
で
は
マ
イ
ナ
ス
、
わ

が
国
の
場
合
に
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
本
に

お
い
て
は
ス
ト
ッ
ク
調
幣
原
理
が
作
用
し
て
い
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
注
５
）

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
サ
ヴ
ェ
ー
・
デ
ー
タ
を
使
川

す
る
場
合
は
、
説
傭
投
資
閑
数
に
説
明
変
数
と
し
て
、

説
備
投
資
予
測
額
や
、
設
傭
投
資
計
画
額
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
利
潤
原
理
の
使
用
が
、
有
意
な
緒
呆
に
到
連
し
た

　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）
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設
設
新
法
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機

例
は
、
わ
が
国
の
場
合
に
は
見
当
ら

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
の
場
合
、
サ
ヴ
ェ
ー
・

デ
ー
タ
の
標
本
期
問
が
、
分
析
期
問

よ
り
も
小
さ
い
の
で
、
サ
ー
ヴ
ェ
ー

・
デ
ー
タ
の
使
用
を
断
念
し
た
。
一

方
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

わ
が
国
で
は
ス
ト
ッ
ク
調
整
原
理
の

作
用
が
不
明
確
で
あ
る
点
か
ら
、
主
と
し
て
、
加
速
度
原
理
に
基
く
関

数
に
、
注
意
を
む
け
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、
加
速
度
原
理
を
示
す
変
数
と
し
て
は
、
△
Ｇ
Ｎ
Ｅ
、
△
個
人

消
費
の
使
用
を
試
み
る
。
ま
た
、
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
効
果
を
表
わ
す

も
の
と
し
て
、
前
期
設
嚇
投
資
に
よ
っ
て
今
期
説
傭
投
資
を
説
明
す
る

こ
と
を
試
み
る
。
こ
こ
に
、
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
効
果
と
は
、
あ
る
産

業
か
ら
他
の
産
業
へ
の
横
断
的
な
投
資
波
及
の
過
程
を
意
味
す
る
。
そ

の
よ
う
な
波
及
は
当
然
タ
ィ
ム
ニ
フ
グ
を
伴
う
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
ン
、
の
他
金
融
側
面
か
ら
設
傭
投
貴
を
規
定
す
る
変
数
と
し
て
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皿
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又
、
設
傭
投
資
の
先
行
指
標
と
し
て
機
械
受

注
、
機
械
受
注
残
額
等
の
変
数
を
考
慮
し
な
が
ら
推
定
を

試
み
る
。

　
　
設
傭
投
資
に
対
す
る
主
な
変
数
の
単
相
関
係
数
は
、
第

　
ｃ
．
ｌ
ｏ
．
Ｈ
表
の
通
り
で
あ
る
。

〔
関
数
選
択
〕
　
様
々
な
く
み
合
わ
せ
に
関
す
る
推
定
結
果
の

　
う
ち
、
最
も
良
好
な
関
数
は
、
重
相
関
係
数
が
最
も
高
く
、

　
す
べ
て
の
説
明
変
数
の
バ
ラ
メ
タ
ー
推
定
値
が
有
意
で
あ

　
る
（
ｃ
．
１
Ｈ
ｌ
ｏ
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
連
立
系
モ
デ
ル
に

　
採
用
し
た
場
合
、
機
械
受
注
残
高
関
数
の
推
定
を
必
要
と

　
し
て
、
し
か
も
そ
の
困
難
が
充
分
に
予
想
さ
れ
る
た
め
、

　
の
使
用
を
断
念
す
る
。
加
速
度
原
理
を
示
す
た
め
に
△
Ｇ

　
Ｎ
Ｅ
を
用
い
る
関
数
で
は
、
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
な
い

　
の
で
、
△
個
人
消
費
を
使
用
す
る
。
前
期
設
術
投
資
を
使

　
用
す
る
場
合
に
も
、
有
意
な
結
呆
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ

　
で
、
不
満
足
で
は
あ
る
が
、
（
ｄ
ｌ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
）
を
採
用
す
る
。

　
　
こ
の
関
数
の
部
分
テ
ス
ト
緒
果
は
、
第
ｃ
．
１
・
。
・
。
図
の
迦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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（
¢
１
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Ｈ
）
－
Ｈ
亀
ｏ
。
お
ｏ
二
１
◎
ト
８
お
メ
ー
Ｎ
０
。
冨
ｏ
。
嵩

〔
変
数
選
択
〕
　
周
知
の
如
く
、
在
庫
投
資
関
数
の
作
製
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
在
庫
投
資
は
、
在
庫
残
高
の
流
通
過
程
に
お

　
け
る
ス
テ
ッ
プ
と
い
う
視
点
か
ら
、
製
造
業
・
卸
売
業
・
小
売
業
在
庫
投
資
に
分
割
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
別
の
視
点
か
ら
は
、
耐

　
久
財
・
非
耐
久
財
在
庫
投
資
、
さ
ら
に
、
原
材
料
・
完
成
財
在
庫
投
資
、
輸
入
品
・
国
産
品
在
庫
投
資
、
農
産
物
・
非
農
産
物
在

　
庫
投
資
な
ど
の
部
門
分
割
も
可
能
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
分
割
方
法
を
と
る
に
せ
よ
、
分
割
さ
れ
た
各
成
分
の
ピ
ヘ
ィ
ヴ
ィ
ァ
ー
に

　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
顕
著
な
変
動
の
存
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
成
分
ご
と
に
関
数
を
推
定
す
る
こ
と
が
有
効
な
方

　
法
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
分
割
方
法
に
対
応
す
る
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
な
場
合
で

　
も
、
従
来
わ
が
国
で
作
製
さ
れ
た
モ
デ
ル
か
ら
の
経
験
に
徴
す
る
か
ぎ
り
、
部
門
分
割
法
を
使
用
し
て
も
、
満
足
な
結
果
が
納
め

ら
れ
て
い
る
と
は
云
い
難
い
。
加
う
る
に
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
の
場
合
、
景
気
局
面
別
分
割
が
、
サ
ソ
プ
ル
・
サ
イ
ズ
を
減
少
せ

　
し
め
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
困
難
は
さ
ら
に
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
関
数
の
因
果
的
説
明
力
を
多
少

　
犠
牲
に
す
る
お
そ
れ
は
あ
っ
て
も
、
統
計
的
観
点
か
ら
す
る
推
定
結
果
の
良
好
さ
を
保
持
す
る
た
め
、
部
門
分
割
を
さ
け
て
在
庫

　
投
費
閑
数
を
作
製
す
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
巨
視
的
視
点
か
ら
在
庫
投
資
を
手
ぎ
わ
よ
く
説
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
デ
ュ
ー
ゼ
ソ
ベ
リ
ー
の
下
降
局

　
面
モ
デ
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
関
数
は
、
一
九
四
八
年
～
一
九
五
七
年
を
観
測
期
間
と
す
る
四
半
期
モ
デ
ル
で
、
説
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１
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け
れ
ど
も
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こ
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よ
う
な
在
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投
資
関
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の
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は
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国
で
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売
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ス
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ク
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計
の
欠
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の
た
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不
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あ
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関
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投
資
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内
果
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係
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る
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に
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相

関
係
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を
計
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し
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要
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変
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な
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仕
掛
品
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庫
投
資

に
帝
接
な
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係
あ
り
と
考
え
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れ
る
稼
動
率
、
原
材
料
在
庫
と
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係
の
あ
る
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械
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、
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転
資
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給
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輸
入
品
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め
、
こ
れ
を
表
示
す
れ
ぱ
、
猜
・
。
ｌ
ｃ
．
ｃ
。

表
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
白
（
岡
崎
）

｝

数関資投庫在表
３
４

‘
３箪

Ｒ数

９
７
２
９
３
９
５
１
１
７
０
７
１
８
１
８
６
７
７

係関
８
９
８
８
８
８
８
８
８
０
．
〇
一
〇
一
〇
．
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
．

相関

定
り
定
り
り
り
定
り
り

相
ｕ

あ
　
あ
あ
あ
　
あ
お

関
　
関
関
関
　
関
関

タ系

相
　
相
相
相
　
相
相

不
正
不
正
正
正
不
正
正

＊
剰
＊
剰
１
１
１
入
入
＊
／
１

性
’

余
余
一
一
一
　
　
一
一

外
外
金
金
金
　
　
注
注

意

海
海
資
資
資
　
　
受
受

常
常
転
転
転
　
　
械
械

有

経
経
運
運
運
輸
輸
機
機

の

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
　
　
＊
　
＊

＊
１
＊
率
＊
１
＊
率
剰
＊
率
＊
１
率
来
１

数

一
　
一
　
余
　
一
　
一

変

脾
動
艸
動
榊
動
脾
動
脾

　
　
　
　
’
稼
稼
稼
稼
経
稼
稼
稼
稼

１
２
３
４
５
６
７
８
９

式

一

程

Ｊ

方

－Ｕ

六
五
　
（
三
一
五
）
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０２１

００１

８
０

６
０

４
０

２
０

０

、
１
■

値
値
繊
定
天
捷

ｏ

１
１

！
！
〃一

〃

１〃

■
一
’
。

、、
、
、

’■
〃〃

’
ｏ

’
■

ｏ
〃

ｏ
ｏ

”
〃ノ

１
■ー
ノ

〃
ク

〃

　
“
、
、（

〃

！

〃

’
’

リ
、

、
’

〃
〃

ノ〃、、
、

’
〃

！、

…ｗ

（
百
億
円
）
２
０

ＯＯｌ

８
０

６
０

４
０

２
０

Ｏ

０２■０２・
耐

リ

　
３
６

！
ｗ皿

　
３
５

Ｈ
一

Ｈ
一

　
３
４

ど
土

圧
３
３

土レ
・
『Ｈ

Ｈ

　
３

ど
Ｈ
一

　
３
０

ど
工
■
灼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
ご
二
六
）

□
関
数
選
択
〕
　
こ
れ
ら
の
変
数
を
使
用
し
て
推
定
を
行
っ
た
結
果
は
、

　
第
。
◎
ｌ
ｃ
。
。
。
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

　
良
好
な
結
果
は
得
レ
れ
て
い
な
い
。
す
べ
て
の
変
数
の
バ
ラ
メ
タ

　
が
有
意
な
関
数
は
、
（
■
１
－
ｌ
Ｈ
）
お
よ
び
（
ｏ
Ｉ
』
ｌ
Ｎ
）
の
二
個
に

　
す
ぎ
な
い
。
使
用
さ
れ
た
説
明
変
数
に
関
す
る
両
者
の
違
い
は
、
稼

　
動
率
に
ラ
グ
が
は
せ
ら
れ
て
い
る
か
否
か
の
み
で
あ
る
。
重
相
関
係

　
数
は
後
者
に
お
い
て
若
干
大
で
あ
る
が
、
残
差
項
に
系
列
相
関
あ
り

　
と
断
定
さ
れ
る
の
で
、
最
終
的
に
は
（
■
１
－
Ｉ
Ｈ
）
を
採
用
す
る
。

　
部
分
テ
ス
ト
結
果
は
、
第
・
。
１
ｃ
。
ト
図
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
三
五
年

　
前
半
の
在
庫
調
整
期
に
は
、
実
現
値
と
の
フ
ィ
ッ
ト
は
極
め
て
悪
い
。

　
　
し
か
し
こ
の
関
数
の
意
味
は
明
瞭
で
あ
る
。
上
昇
局
面
に
お
け
る

　
在
庫
投
資
の
主
要
部
分
は
、
意
図
さ
れ
た
在
庫
投
資
と
考
え
ら
れ
る

　
が
、
生
産
増
加
に
よ
る
稼
動
率
の
上
昇
に
伴
っ
て
在
庫
投
資
も
増
加

　
す
る
。
ま
た
輸
入
は
輸
出
に
較
べ
て
変
動
が
き
わ
め
て
大
き
く
、
ン
、

　
の
た
め
、
（
輸
出
－
輸
入
）
の
形
で
示
さ
れ
る
経
常
海
外
余
剰
は
、
輸

　
入
か
ら
一
種
の
ト
レ
ソ
ド
を
除
去
し
た
よ
う
な
関
係
と
な
る
。
し
た

　
が
っ
て
、
経
常
海
外
余
剰
は
輸
入
の
変
動
部
分
を
表
わ
し
た
こ
と
に



出輸表
３
５

‘
３第

８７９

０
一

十数指産生
つ
ｏ
　
８
　
　
Ｆ
ｏ
　
３

７
‘
　
「
Ｏ
　
　
［
０
　
７
’

Ｏ
）
　
Ｏ
）
　
ｏ
Ｏ
　
ｏ
Ｏ

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

＋
＋
＋
＋

）
）
数

期
期
指

１
■
　
　
１
■

　
一
　
産
入

グ
　
ク
　
　
生
輸

ラ
　
ラ
（
（
の
の

１
資
カ
カ

。
投
リ
リ

ー
備
メ
メ

。
設
ア
ア

　
な
り
、
そ
れ
が
輸
入
原
材
料
を
中
心
と
す
る
在
庫
投
資
と
密

　
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。

【
輸
出
関
数
】

　
　
（
■
１
〆
ｌ
Ｈ
）
〆
一
１
１
０
ｏ
Ｎ
竃
．
り
９
」
十
ｃ
ｏ
り
．
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
冒
一
、
十
ｃ
ｏ
冨
雷
¢

〔
変
数
選
択
〕
　
輸
出
は
因
内
要
内
お
よ
び
海
外
要
因
の
両
者
に

　
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
国
内
要
因
と
し
て
は
、
輸
出
産
業
の

　
供
給
力
を
表
わ
す
製
造
業
生
産
指
数
を
、
国
外
要
因
と
し
て

は
世
界
経
済
の
短
劾
的
指
標
と
し
て
世
界
の
生
産
ま
た
は
世
界
の
貿
場
な
ど
を
掲
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
輸
出
競
争
力
の
指
標
と
し
て
は
、
相
対
価
格
（
岸
筆
◎
糞
目
十
薄

嘗
固
ｅ
罫
圧
薄
童
）
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
わ
が
国
の
輸
出
は
、
上
昇
・
下
降
両
局
而
を
通
じ
て
ほ
ぼ
一
様
に
上
昇
し
て
お
り
、

下
降
帰
面
の
後
期
か
ら
上
昇
局
一
面
の
前
半
に
か
け
て
輸
…
圧
力
が
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

棚
加
率
が
平
均
よ
り
も
大
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
ｏ
上
昇
局
面
モ
デ

ル
に
お
い
て
も
、
従
来
の
関
数
と
同
様
、
国
内
要
内
と
海
外
要
内
と
に
よ
っ
て
説
閉
す

る
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
輸
出
の
内
果
的
説
閉
に
と
っ
て
は
、
帝
要
・
供
絡
阿
血
の
潜

在
的
能
力
を
示
す
指
標
を
統
び
つ
け
て
、
輸
出
を
世
界
市
場
Ｏ
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
で
顕

在
化
せ
し
め
る
媒
体
と
し
で
、
輸
出
品
の
相
対
価
格
を
説
明
変
数
の
一
つ
と
し
て
使
州

　
　
計
最
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
↑
（
岡
崎
）

数関山輸衣
３
６

－
３第

Ｒ数床
７
０
８
１
３
８
６
９
８
８
８
８
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７
８
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９
９
９
９
９
９
９
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関

０
．
０
．
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０
・
０
・
０
・
０
・
０
・

相関

り
り
り
り
り
り
り
り

相

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
お

ｕ
ダ

関
関
関
関
関
関
関
関

相
相
相
相
相
桐
相
相

系
一
正
正
正
正
正
正
正
正
一

，
■
■

淋
入
＊
産

輸
生
カ
カ

リ
　
　
リ

性
’

メ
　
メ
ア
ア

意

淋
入
淋
産
淋
入
＊
産
淋
入
淋
庵
＊
数
数

布

淋
艸
榊
林
柵
林
指
指

の

リ
リ
リ
リ
リ
リ
産
産

メ
　
メ
　
メ
　
メ
　
メ
　
メ

数

ア
ア
ア
ア
ア
ア
生
生

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
　
）

疫

＊
１
＊
１
＊
数
＊
数
＊
！
＊
１
１
１

仁
指
指
に
に

鷲
産
産
倣
鰍
鰍
鰍

生
生
生
生
設
設
設
設
（

１
２
３
４
５
６
７
８

、
一
フ

一

｛
不

Ｘ

．
Ｊ
プ

ｉ
Ｕ

一
泌
、

六
七
　
（
三
一
七
）
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９
　
　
　
８
　
　
　
　
７
　
　
　
　
６
　
　
　
５
　
　
　
４

　
１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１

１
３

１
２

’

！

・
１
’

他蝦繁
’

。
１
’デ仙定推 ｏ

’

／
’
、
・
ク

　
、
ク

　
　
プ

　
　
６

　
　
　
グ

　
　
　
”
．
’

　
　
　
戸
、

　
　
　
　
．
４
’

　
　
　
　
　
、
〃
〃

　
　
　
　
　
　
，
■

’
’’’

’
ク
’
’
’
一〇

　
〃
　
’
　
・
　
‘

〃
〃

ｏ’
’’

〃
’

〃

Ｈ
レ

　
３

ど
Ｈ
一

　
３
５

ど
Ｈ
一
３
４

ど
Ｈ
一

○
吋
　
　
８

１
３
３

（
「
倣
円
）

１
３

〃

ｕ

ｍ

１
３
２

１
」

Ｈ
一

　
３
１

Ｈ
一

Ｈ
一

　
３
０

ど

ｗ
Ｊ

　
２
９皿

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
系
列
相
閑
が
認
め
ら
れ
、
総
じ
て
良
好
な
結
火
と
は
．
ム
い
難
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
（
三
一
八
）

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
こ
と
は
准
定
に
も
さ
し
て
困
難
で
は

な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
関
数
を
採
用
し
て
、
も
し
も
モ
デ
ル
を

予
測
に
利
用
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
相
対
価
格
を
内
生
化
し
て
そ
の

関
数
を
推
定
し
て
お
く
か
、
さ
も
な
く
ば
そ
れ
を
外
生
化
し
て
別
の

情
報
に
よ
っ
て
予
測
時
点
の
値
を
予
め
与
え
て
お
く
か
の
い
ず
れ
か

を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
何
れ
も
が
困
難
を
伴
う
。
わ
れ

わ
れ
ｏ
主
目
的
は
構
造
分
析
に
お
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
モ
デ
ル

　
の
予
測
へ
の
適
用
を
試
み
る
場
合
を
も
副
次
的
に
考
慮
し
て
、
相
対

価
格
を
説
明
変
数
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
説
明
変
数
は
、
因
内
供
給
能
力
を
示
す
説
呪
変
数
と
し
て
、
わ
が

国
の
輸
出
の
大
部
分
が
製
造
業
生
産
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
製
造
莱

生
陸
指
数
お
よ
び
、
設
傭
投
資
を
、
海
外
要
囚
と
し
て
、
世
界
の
止

陸
ま
た
は
貿
功
の
代
表
的
指
数
た
る
ア
メ
リ
カ
の
鉱
工
業
生
産
指
数

　
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
額
（
日
本
の
輸
出
を
も
含
む
）
を
と
り
、
輪

　
出
と
の
棉
閑
係
数
を
求
め
た
。
緒
果
は
第
・
。
１
・
。
蜆
表
の
通
り
で
あ
る
。

□
閑
数
避
択
〕
　
推
定
さ
れ
た
閑
数
は
、
第
・
。
１
・
。
ｏ
表
の
通
り
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
相
閑
係
数
が
高
く
、
す
べ
て
の
バ
ラ
メ



　
タ
ー
推
定
値
が
一
％
水
準
で
有
意
な
も
の
は
（
ｃ
Ｉ
〆
Ｉ
Ｈ
）
と
（
■
１
〆
１
・
。
）
で
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
生
産
指
数
に
関
す
る
ラ

　
グ
の
有
無
に
ー
と
ど
ま
る
。
体
系
全
体
か
ら
判
断
し
て
、
前
者
を
採
用
す
る
。
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
第
・
。
－
ｃ
。
岬
図
の
通
り
で
あ

　
る
。

　
　
さ
ら
に
こ
の
関
数
の
バ
ラ
メ
タ
ー
を
、
三
五
年
ｕ
一
〇
〇
と
す
る
指
数
に
変
換
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
〆
－
１
１
◎
．
○
ｏ
◎
仁
ｏ
ｏ
ｏ
○
い
」
十
◎
』
ｃ
０
Ｈ
Ｈ
ト
旨
い
ト
十
Ｎ
０
ｏ
．
ｏ
Ｈ
Ｎ

　
二
個
の
説
明
変
数
の
バ
ラ
メ
タ
ー
の
大
い
さ
は
か
な
り
近
似
し
て
お
り
、
輸
出
変
動
率
に
対
す
る
国
内
要
因
と
海
外
要
因
と
の
彰

　
響
が
略
六
同
程
度
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
．

【
輸
入
関
数
】

　
　
　
　
　
　
　
（
ｃ
ー
く
ー
Ｈ
）
旨
“
Ｈ
切
Ｈ
印
仁
仁
〇
一
十
Ｎ
・
Ｈ
ｏ
◎
ｏ
べ
■
＝
Ｈ
＋
Ｎ
０
仁
Ｎ
Ｎ
０

〔
変
数
選
択
〕
　
上
昇
局
面
に
お
け
る
輸
入
変
動
の
主
体
は
、
素
原
材
料
、
鉱
物
性
燃
料
、
製
品
原
材
料
な
ど
の
変
動
で
あ
り
、
機
械

　
類
や
消
致
財
は
微
六
た
る
変
動
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
、
輪
入
変
動
が
、
鉱
工
業
ま
た
は
製
造
業
生
座
閑
連
財
の
輸
入
変
動

　
で
あ
る
箏
実
に
も
と
ず
き
、
輸
入
に
対
す
る
説
明
変
数
と
し
て
、
節
一
に
製
造
業
生
産
指
数
を
考
慮
す
る
。
つ
ぎ
に
輸
入
依
存
度

　
と
い
う
視
点
か
ら
生
産
桁
数
な
い
し
Ｇ
Ｎ
Ｅ
を
、
ま
た
、
上
外
局
而
に
ー
お
け
る
旺
盛
な
設
備
投
貴
に
必
要
と
さ
れ
る
機
械
等
０
）
輪

　
入
の
ウ
ェ
ィ
ト
が
一
割
以
上
を
山
め
て
い
る
班
実
に
も
と
ず
い
て
、
設
倣
投
資
の
先
行
桁
櫟
た
る
機
械
受
注
を
、
さ
ら
に
金
融
側

　
而
を
あ
し
わ
す
桁
標
と
し
て
産
業
賓
金
供
給
計
な
ど
を
と
り
山
し
、
こ
れ
ら
の
変
動
と
輸
入
と
の
単
相
閑
を
計
算
す
る
。
続
果
の

　
主
要
な
も
ｏ
は
、
第
。
。
－
。
。
べ
表
の
通
り
で
あ
る
。

〔
閑
数
選
択
〕
　
こ
れ
ら
の
変
数
を
使
州
し
て
試
作
さ
れ
た
様
六
の
関
数
は
、
第
ｏ
．
１
・
。
ｏ
。
表
に
見
ら
れ
る
逝
り
、
輸
出
閑
数
向
様
、
い

　
　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
策
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
ご
二
九
）
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仁
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岸
－
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０
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。
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。
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。
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だ
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わ
れ
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れ
の
場
合
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説
明
変
数
は
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製
造
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生
産
指
数
で

あ
る
か
ら
、
厳
密
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説
明
変
数
と
し
て
、
製
造
業
の
資
本
ス
ト
ツ

ク
を
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い
る
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あ
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資
本
ス
ト
ツ
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て
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。
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云

っ
て
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資
本
ス
ト
ッ
ク
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用
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造
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上
昇
局
面
に
お
い
て
い
ず
れ
も
直
線
ト
レ
ソ
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っ
て
い
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の
で
、
相
関
係
数
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九
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四
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。
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．
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潜
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れ
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れ
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０
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Ｎ
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萸
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ソ
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Ｈ
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。
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．
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れ
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。
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０
８
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変
数
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択
〕
　
稼
動
率
は
二
回
の
上
昇
局
面
の
何
れ
に
お
い
て
も
、

　
谷
の
値
六
八
～
九
％
か
ら
上
昇
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め
、
八
五
～
六
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達
す
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と
そ
れ
以
後
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第
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四
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局
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三
二
■
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に
八
五
～
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台
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横
ば
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／
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摘
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。
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れ
る
変
数
と
の
単
相
関
係
数
を
と
っ
て
み
よ
う
。
第

　
饒
１
き
表
に
み
ら
れ
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れ
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注
お
よ
び
輸
入
、
金
融
要
因

　
と
し
て
産
業
運
転
資
金
供
給
な
ど
を
説
明
変
数
の
リ
ス
ト
に
掲

　
げ
て
み
よ
う
。

ｎ
関
数
選
択
〕
　
こ
れ
ら
の
変
数
の
組
み
合
わ
せ
に
基
い
て
推
定
さ

　
れ
た
結
果
が
、
第
。
。
１
昌
表
で
あ
る
。

　
　
い
ず
れ
の
関
数
に
も
正
の
系
列
相
関
が
認
め
ら
れ
る
が
、
重
相
関
係
数
も
高
く
、
す
ぺ
て
の

変
数
の
バ
ラ
メ
タ
ー
が
有
意
な
も
の
は
（
ｄ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｈ
）
お
よ
び
（
ｄ
１
Ｏ
ｌ
Ｎ
）
で
あ
る
。
統
計

　
上
は
後
者
の
方
が
良
好
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
既
に
採
用
さ
れ
た
在
庫
投
資
関
数
と
の
関
係
か
ら
、

　
前
老
を
選
択
す
る
。

　
　
こ
の
方
程
式
の
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
は
第
。
・
１
・
・
ｏ
・
図
に
見
ら
れ
る
通
り
、
実
現
値
が
三
五
～

　
六
年
に
か
け
て
横
ば
い
に
推
移
し
て
い
る
事
実
を
充
分
に
説
明
し
て
い
な
い
欠
点
が
認
め
ら
れ

　
る
。

【
機
械
侵
注
関
数
】

　
（
■
１
■
１
一
）
■
い
Ｈ
べ
一
一
べ
０
｛
十
◎
．
一
Ｃ
◎
○
◎
◎
Ｏ
◎
く
０
７
－

七
四
　
（
三
二
四
）

数関率動稼表虹
－
３塘

Ｒ数係
９
９
＾
１
９
【
イ
０
２
９
８
８

９
９
８
８
８

関

０
・
０
・
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
．

相

－

１

関

＾
ソ
ｈ
ソ
り
り
＾
ソ

相

あ
あ
お
お
あ

ｕ
万
■

関
関
関
関
関

系

相
相
相
相
相

正
正
正
正
正

、＊　
＊
＊
１
＊
注
入
１
１

性
’

ト
受
二

意

搬
械
　
繊

有

機
機
輸
輸
運

の

＊
　
＊
　
★
　
＊
　
＊

数
＊
資
＊
資
＊
資
＊
資
＊
資

投
投
投
投
投

変

庫
庫
庫
庫
庫

在
在
在
在
在

１
２
３
　
４
５

、
一
ユ

■

て
ヒ
歪

ｑ

方

一
Ｕ

、
１
　
　
　
　
　
　
　
　
＝



率動稼図
３
８

一
３第

９
０

８
０

７
０

〃、介

Ｖ
〃”
〃
１
ｏ

値
値
煎
定
案
推

’
’

ノ
’
‘

　
〃
　
１
　
〃
　
、

　
、
、
、
、
、！〃

Ｖ

ｏ
ｏ

’
〃

’

ｏ
ｏ

ｏ

１
ク

’
’
ク

”
〃

〃

ノ、．’‘ｏ
１

’
’〃

！
〃

〃〃

〃
、
〃

■
〃

♂
１

。
ソ

ロ
３
６

こじ

　
３ｕ

一

ｗ■
　
４皿
３１
一↓

■
３
３

三

１
３
２

・
」

９
０

８
０

川

Ｈ
一

　
３
１

ど

、
一

□
３
０

し
し

　
２
９［

〔
変
数
選
択
〕
　
機
械
叉
注
Ｏ
デ
ー
タ
は
、
経
済
企
画
庁
○
「
機

械
受
注
実
績
調
査
」
（
五
五
杜
分
）
で
、
需
要
先
は
製
造
業
で

　
あ
る
。
製
造
業
か
ら
の
機
械
受
注
は
、
全
体
の
三
分
の
一
程

　
度
を
占
め
、
そ
の
時
系
列
は
明
瞭
な
循
環
変
動
を
示
し
、
堪

　
準
循
環
に
対
し
て
四
半
期
程
度
先
行
し
て
い
る
。
こ
の
点
か

　
ら
、
設
備
投
資
や
景
気
の
予
測
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
変
数

　
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
先
行
指

　
標
た
る
機
械
受
注
を
内
生
化
す
る
こ
と
は
、
構
造
分
析
を
目

　
的
と
す
る
場
合
に
も
予
測
を
目
的
と
す
る
場
合
に
も
、
有
益

　
な
試
み
と
考
え
ら
れ
る
。

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
迭
分
析
臼
（
岡
崎
）

　
機
械
受
注
と
因
果
関
係
あ
り
と

考
え
ら
れ
る
変
数
と
の
相
関
係
数

を
計
算
し
よ
う
。
機
械
発
注
に
関

す
る
企
業
の
意
志
決
定
は
、
塊
在

あ
る
い
最
近
時
点
に
お
け
る
操
業

度
に
基
い
て
な
さ
れ
る
。
同
時
に

一
方
で
は
利
潤
動
機
に
関
聯
す
る

注受械機表
４
２

・
３箪

七
五

２９８

０
．

十

５１９

０
一

十

３３９

０
一

十

７０９

０
一

十

５４９

０
一

十

　
）
　
）

　
期
期

　
１
１
一
　
１
１
一

　
　
グ
グ

　
　
ラ
　
ラ
　
　
　
ト

　
（
　
（
　
　
　
　
二
．
両

率
　
　
得
金
金

〕
１
所
茂
資

動
、
人
嚇
業

稼
　
　
法
設
産

（
三
二
五
）



数関乍え受械機表
４
３

一
３第

立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

Ｒ数係

２
１
１
０
２
９
４
８
６
７
８
６
７
７
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９

関

０
・
０
・
０
．
０
・
０
・
０
・
〇
一
〇
一

相関相

し
し
定
し
し
し
し
し

ｕ
タ

系

な
な
不
な
な
な
な
な

）
）
１
↓
　
１
■一

一

得
得
所
所

性
’

人
人
法
法

意 　
　
　
　
　
（
（
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

有

■
■
篶
篶

の

凧
佛
燃
凧
備
繍
術
搬

数

法
設
産
法
設
産
設
産

焚

林
率
淋
率
淋
率
淋
一
淋
一
淋
一
淋
一
淋
二

動
動
動
率
率
率
率
率
一

　
　
動
動
動
動
醐
一
稼
稼
稼
稼
稼
稼
稼
稼
一

■

１
２
３
４
５
６
７
８

式

．

－
：
‘
，
平

Ｅ

一
Ｊ
一
ノ

一Ｕ

－

伽
殊
家
球
塚
家
家
家
家
一

　
　
　
　
　
　
■

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

七
六
　
（
三
二
六
）

注

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

受械
・

機図
３
９

ｉ
３第

バ
定
卯
、
搬

、
、
■

■

！
！

‘・〃
〃
〃

ク
５

１

’

〃

ノ
’’’’

！

１

１
〃

１

！〃
１

！’’〃

〃

〃

！
！

１

Ｈ
一

３
６

Ｈ
一

じ
３

Ｈ
一

ｗ蛆

３
４

ご

、
一

皿
３
３

二

１
３
２

・
一Ｈ

一

皿
刈
と

（
千
億
門
）



金資備設境新表
４
４

一
３第

６６７

０
一

十高残出貨銀日
【
！

０９

０
一

十

２

＾
ソ
】

９０＋

　
）
　
期
　
ー
　
グ

　
一
フ
　
（
注
－
受
。
械
－
機
。

　
法
人
所
得
、
設
備
資
金
、
産
業
資
金
供
給
計
な
ど
が
説
明
変
数
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

〔
関
数
選
択
〕
　
こ
れ
ら
の
変
数
の
組
み
合
わ
せ
に
基
い
て
推
定
さ
れ
た
結
果
が
、
第
｝
１
・
。
仁
表
で
あ
る
。
説
明

　
変
数
二
個
の
関
数
は
い
ず
れ
も
有
意
で
あ
る
。
説
明
変
数
を
三
個
と
し
て
も
、
自
由
度
修
正
済
の
重
相
関
係

数
は
増
加
し
な
い
。
稼
動
率
と
産
業
資
金
供
給
（
計
）
を
説
明
変
数
と
し
た
も
の
は
、

重
相
関
係
数
が
高
く
、
良
好
な
推
定
結
果
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
体
系
全
体
に
お
け

る
法
人
所
得
関
数
と
の
関
係
上
、
法
人
所
得
を
説
明
変
■
数
と
し
た
（
ｄ
Ｉ
■
ｌ
Ｈ
）

を
選
択
す
る
。
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
第
・
。
－
・
。
ｏ
図
の
通
り
で
あ
る
。

【
新
規
設
備
資
金
供
給
関
数
】

　
（
ｄ
　
｝
－
、
１
Ｈ
）
３
，
１
１
Ｈ
．
◎
仁
Ｈ
Ｏ
ｏ
■
一
。
十
卜
Ｈ
ｏ
Ｏ
ｏ
ト
向
一
十
Ｈ
Ｏ
ｏ
べ
岬
蜆

〔
変
数
選
択
〕
　
新
規
設
備
資
金
は
、
そ
の
供
給
面
を
示
す
日
銀
貸
出
残
高
と
、
俗
要
面
を
表
わ
す
機
械
受
注

　
を
説
明
数
と
し
て
考
え
る
。
わ
が
国
の
企
業
の
よ
う
に
、
常
に
内
部
資
金
が
不
足
し
て
い
る
場
合
、
設
傭

　
投
賓
の
た
め
の
資
金
は
外
部
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
設
傭
投
資
の
先
行
指
標
で
あ
る
機

　
械
受
汁
額
に
よ
っ
て
、
新
規
設
傭
資
金
の
需
要
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
同
時
に
わ
が

　
国
ｏ
金
融
機
関
も
そ
の
資
金
源
を
日
銀
貸
出
し
に
依
存
し
て
い
る
度
合
が
非
常
に
大
き
い
。

〔
閑
数
選
択
〕
　
日
銀
貨
出
残
高
、
機
械
受
注
額
お
よ
び
こ
れ
ら
に
適
当
な
ラ
グ
を
付
し
た
変
動
の
組
み
合
わ

　
せ
に
基
い
て
推
定
を
試
み
た
結
染
の
う
ち
、
主
な
も
の
が
、
笏
・
。
１
亀
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
バ
ラ
メ
タ

　
ー
は
す
べ
て
一
％
水
準
で
有
意
で
み
る
が
、
い
ず
れ
の
関
数
に
お
い
て
も
残
差
項
に
系
列
相
関
が
認
め
ら

　
　
　
計
最
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

Ｊ

数関給供金資備設規新表
４
５

ｉ
３第

Ｒ数係関相

５７９

０
一

７４９０

関相列系性意有の数変
り
　
　
ｈ
ソ

あ
あ
関
関
相
相
正
正

＊
　
　
＊

＊
注
＊
１

受
注
械
受

　
　
械
機
機

＊
　
　
＊

＊
残
＊
残

出
出
貸
貨
叙
銀

日
　
口

（
三
二
七
）



金資備設規
’
打

立
亦

蟹［
４
０

．
３第

２
４

立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

四

２
０

１
８

１
６

１
４

１
２

１
０

８

へ

（ｏ

〃
〃

値
値
緑
定
実
准
一
一

　
“

〃

’
Ｊ

ｏ

■
■

”
〃

〃

Ｊ
、、

３
〃

’
’ｏ’

■
Ｊ

へ
■

〃
”
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

〃

ノ
〃

１
〃

１
■

、

〃
〃、、

、ｏ
‘‘

■、 、
■．・・．、

、

ノ‘‘、、、

（
千
億
円
）

１
２

１
０

８
　
　
　
　
　
６

４

ｗ皿
一

■
３
６１

一Ｈ
一

　
３
５

ｕ
Ｈ
一

　
３
４

ｕ
Ｈ
ド

・
Ｈ

Ｉ
２

　
３
１
」

Ｈ
一

１
３
１１

一Ｈ
一

　
〇
１
／１一し

Ｈ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
（
三
二
八
）

　
れ
る
。
こ
の
点
に
問
題
が
残
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
重
相
関
係
数
の
大
な

　
る
（
¢
１
勺
オ
ー
Ｈ
）
を
採
用
す
る
。

　
　
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
第
。
。
ー
き
図
の
通
り
で
あ
る
。

【
雇
用
指
数
関
数
】

　
　
（
ｄ
ー
オ
ー
Ｈ
）
オ
一
１
１
◎
．
◎
ｏ
◎
◎
ｃ
ｏ
閉
ｃ
ｏ
ｏ
◎
ト
Ｈ
ア
一
十
◎
ト
Ｎ
０
ｏ
切
ｏ
◎
〇
一
十
ト
○
ｏ
・
¢
ｏ
り

ｎ
変
数
選
択
〕
　
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
雇
用
指
数
は
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」

　
（
労
働
省
）
に
よ
る
「
常
川
労
働
者
腔
用
指
数
」
（
製
造
業
）
で
あ
る
。
そ

　
の
説
明
変
数
と
し
て
は
、
生
産
技
術
を
媒
介
と
し
て
雇
用
効
果
を
も
つ

　
設
備
投
資
、
機
械
受
注
、
稼
動
率
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

〔
関
数
選
択
〕
　
こ
れ
ら
を
用
い
て
推
定
し
た
関
数
は
、
第
・
。
ー
ミ
表
の
通

り
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
関
数
に
も
系
列
相
関
が

認
め
ら
れ
る
。
バ
ラ
メ
タ
ー
ｏ
有
意
な
も
の
は

（
ｄ
ー
ズ
ー
Ｈ
）
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
採

用
す
る
。

　
部
分
テ
ス
ト
の
締
火
は
、
節
ｏ
．
１
昌
図
Ｏ
通

り
で
あ
る
。

　
三
五
年
い
一
〇
〇
と
す
る
指
数
に
変
扱
す
れ

数指用雇衣
４
６

ｉ”含
上■
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０
一

十資投
仁
Ｈ

倣
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十
、
フユｇユーグラ（

１１１１

３９９

０
一

十注受械｛

２３７

０
一

十率動稼



ば
、
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

　
オ
ー
ｎ
◎
．
Ｎ
¢
Ｎ
閉
◎
Ｈ
－
」
十
◎
．
○
ｏ
Ｎ
◎
◎
◎
ｃ
、
十
ト
ｏ
ｏ
．
ｏ
ｏ
り

設
侑
投
資
の
雇
用
効
果
に
つ
い
て
は
、
設
傭
投
資
一
〇
％
の
増
加
が
雇

Ｒ数係関相

数関数指用雇表
４
７

‘
３第

関相ｕ夕系

止
上
．

ヒ

干
山
ｉ
Ｆ
’

有の数変式租方

９８９
■

Ｏ

８８９
●

Ｏ

１９９
●

Ｏ

ｈ
ソ
　
り
　
り

あ
あ
あ

関
関
関

相
相
相

正
正
正

．
…
．
＊
．
．
．
＊
－
－

＊
率
＊
１
。
資

吻
資
投

動
投
席

　
備
わ

稼
設
設

＊

＊
１
江
率

資
受
投
政
動

備
布
設
機
稼

１
・

一ｎ
一Ｕ り

＾
　
（
５

　
用
二
・
六
％
の
増
加
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な

　
る
。
す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
増
加
の
雇
用
効

果
よ
り
も
、
稼
動
率
増
加
の
雇
用
効
果
の
方

　
が
大
で
あ
る
。

【
減
価
質
却
関
数
】

　
（
¢
１
申
ｌ
Ｈ
）
射
一
１
１
◎
．
お
８
べ
宍
丁
一
Ｉ
Ｓ
冨
害

〔
変
数
選
択
〕
こ

　
こ
で
用
い
ら
れ

　
て
い
る
資
本
ス

　
ト
ッ
ク
は
、
い

わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト

　
・
べ
ー
ス
の
有

形
固
定
資
産
額

　
（
民
問
）
で
あ

却償価減表
４
８

‘
３第

３
　
４

０
Ｊ
　
「
０

０
リ
　
８

０
一
〇
．
十
十

）期
．
ーグラ（クツト

得
ス
所

本
人
費
法

５５９

０
一

十）鯛まーグラ（
１１１１

４５９

０
一

十益損人法

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
迭
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）
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０
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１１１１
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４
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３第
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飢
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３
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ｉ
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．
－
，
，
■

Ｏ
　
　
　
Ｏ
　
　
　
０

１
３
　
　
ロ
　
　
ー
１

七
九
　
（
三
二
九
し

ク
一
．・■

’’’－、－工吋ｃｌ
！

一
‘
〃

、
リ

〕ｉ
工
１

＾
ｏ

Ｉ
ｌＩ

一

、
一

皿
３
５

“

ｗ
／

Ｌ３４
〕
一ユ

巴
３
３

皿
」

１
３
２

１
一

肘
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皿
３
ｌ
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一
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ポ

皿
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立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

り
、
三
〇
年
国
富
調
査
に
よ
る
有
形

固
定
資
産
額
を
ベ
ソ
チ
・
プ
ー
ク
と

し
て
、
そ
の
前
後
は
国
民
所
得
統
計

の
設
傭
投
資
、
減
価
償
却
を
加
減
し

て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
関
係
の
あ
る

変
数
と
し
て
は
、
ま
ず
前
期
資
本
ス

ト
ッ
ク
を
と
る
。
ネ
ヅ
ト
・
べ
ー
ス

有
形
固
定
資
産
額
に
よ
つ
て
減
価
僕

却
を
説
明
す
る
こ
と
の
背
景
に
は
、

巨
視
的
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
減
価
償

　
却
は
純
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
一
定
割
合

　
だ
け
行
わ
れ
る
と
い
う
仮
説
が
存
在

　
す
る
。
そ
の
ほ
か
の
説
明
変
数
と
し

　
て
、
償
却
の
資
金
的
側
面
を
説
明
す

　
る
、
法
人
所
得
が
考
え
ら
れ
る
。

□
閑
数
選
択
〕
　
前
期
末
貧
本
ス
ト
ッ
ク

　
の
み
を
説
明
変
数
と
す
る
場
合
、
相

数関却償価減夫
４
９

・
３第

Ｒ数係

３
３
３
３
３
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
．
　
　
　
●
　
　
　
●
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Ｏ
Ｏ
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し
し
し
し
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有
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＊
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＊
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＊
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ク
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Ｌ
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ス
ス
ス
ス
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本
本
本
本
木

資
資
資
黄
淡

１
２
３
４
５

式

一

程
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１

方
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１
１
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４
２

‘
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Ｈ

１
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１
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１
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八
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（
三
三
っ
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９
１
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得所人個表
５
０

■
３第

９８９

０
一

十ＰＮＧ

４７９

０
一

十教指用雇

６８９

０
一

十数指産生

３８９

０
一

十）期ー
クラ（

１１１１

係
数
は
○
・
九
九
三
で
、
法
人
所
得
、
法
人
損
益
な
ど
を
加
え
て
も
、
有
意
な
結
果
に
到
達
し
な
い
ぱ
か
り

関
が
、
重
相
関
係
数
の
値
も
増
大
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
採
用
さ
れ
る
関
数
は
、
お
の
ず

（
仁
－
穴
ｌ
Ｈ
）
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
部
分
テ
ス
ト
結
果
は
、
第
。
。
１
亀
図
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
関
数
か
ら
、
減
価
償
却
率
を
求
め
よ
う
。

　
　
　
　
射
い
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｎ
◎
仁
切
べ

　
　
　
　
　
　
…
９
Ｈ
ｃ
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
べ
ー

　
　
　
　
穴
一
」
　
　
　
　
　
　
　
穴
一
１
－

５
１
一
の
値
は
三
〇
年
で
約
五
兆
円
で
あ
る
か
ら
、
右
辺
第
二
項
の
値
は
ほ
ぽ
○
・
〇
四
と
な
る
。
し
た
が

　
っ
て
僕
却
率
は
毎
期
約
一
〇
％
と
な
る
。

【
個
人
所
得
関
数
】

　
　
（
ｄ
Ｉ
く
、
１
一
）
‘
、
１
１
◎
．
ミ
８
べ
Ｏ
オ
ず
十
轟
ミ
仁
６
＋
一
一
昌
竈
Ｈ

□
変
数
選
択
〕
　
個
人
所
得
関
数
は
定
義
式
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
個
人
所
得
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
か
ら
減
価
償

　
却
・
間
接
事
業
税
・
法
人
所
得
な
ど
を
減
じ
、
振
替
所
得
を
加
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
場

　
合
、
問
接
巾
業
税
お
よ
び
振
替
所
得
関
数
の
作
製
が
必
要
と
な
り
、
し
か
も
振
替
所
得
関
数
の
推
定
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
個
人
所
得
関
数
を
作
製
す
る
途
を
選
ぽ
う
。

　
　
短
期
的
に
は
、
個
人
所
得
は
巨
視
的
な
経
済
活
動
水
準
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
説
明
変
数
と
し
て

　
は
、
ｏ
オ
勺
、
雇
用
指
数
、
財
政
支
出
、
生
産
指
数
な
ど
を
選
び
、
こ
れ
ら
の
変
数
と
の
単
相
関
に
注
目
し
よ
う
。

〔
関
数
選
択
〕
　
こ
れ
ら
の
変
数
ｏ
組
み
合
わ
せ
に
基
く
推
定
結
果
は
、
第
・
。
ｌ
ｇ
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
総
じ
て
。
、
ラ
メ
タ

　
　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
■
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
三
ご
二
）
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命
館
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済
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数関得所人個衣
５
１

・
３箪

Ｒ数

系
｛

１
９
６
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８
８
８

１
９
２
２
　
１
９

関

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

相

－
関

し
し
定
り

相

あ

ｕ
ダ

関

系

相

な
な
不
正

＊
数
政
＊
数
＊
！

性
一

指
工

意有

用
産
齢

の

雇
附
生
生

数

，
１
刺
１

焚

Ｅ
＊
Ｅ
政
政

Ｎ
Ｎ
Ｇ
Ｇ
肘
肘

式
∴
。
。
。

■

－
二
莉

、

方

－

丁
し

１
、
，

ｕ

岨

９
　
　
　
　
　
　
　
８

得所人個図
４
３

’
３第

１
〃

倣
値
債
定

〃

〃

〃
〃

■■
１

！！
！
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！

１１
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〃
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１
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一１
〃
１

！
〃

（
兆
円
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８

７
　
　
　
　
　
　
　
６

７

リ
３
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ど
Ｈ
一

　
３
５

ｕ
一リ

　
３
４

Ｈ
一

昌

　
３
■
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犯

－
一

リ

　
３
１

Ｊ
Ｈ
一

　
３
０

Ｊ

５

し２９

　
　
　
　
　
八
二
　
（
三
三
二
）

　
の
誤
差
が
比
較
的
大
で
あ
る
。
こ
の
う

　
ち
相
関
係
数
が
最
大
の
（
ｑ
ー
く
、
１
－
）

　
を
選
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
　
こ
の
関
数
に
対
す
る
部
分
テ
ス
ト
結

　
果
は
第
・
。
－
お
図
の
通
り
で
あ
る
。

【
法
人
所
得
関
数
】

　
（
ｑ
ー
く
。
ｌ
Ｈ
）
く
－
。
Ｈ
Ｎ
０
岬
◎
、
Ｏ
，
１
一

　
十
Ｎ
仁
◎
ｏ
ｏ
べ
〇
一
十
〇
ト
ｏ
ｏ
仁
ｏ
ト
○
－
１
Ｎ
Ｎ
仁
◎
Ｎ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

□
変
数
選
択
〕

　
　
法
人
所
得
は
、
通
常
、
最
終
販
売
額
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ｏ
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Ｏ
．
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．
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．
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あ
あ
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お
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ダ

関
関
関
関
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系

相
相
相
相
相
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不
正
正
正
正
正
正

＊
　
＊

＊
政
＊
政

仁
ド
‘

工
／
・
　
ト
』
口
貝
　
日
パ

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

な

＊
１
＊
率
＊
率
＊
１
＊
率
＊
１
資

」
ヨ

イ

ズ
仁
動
な

の

動
　
　
動
　
動
舛

稼
稼
稼
稼
稼
稼
在

数

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

＊
１
＊
１
＊
数
＊
数
＊
１
＊
１
＊
１

及

仁
指
工
仁

燃
撚
産
産
燃
燃
燃
一

一
　
＝
一
　
＝
’
　
＝
’
　
・
二
　
　
：
’
　
二
一
　
一
一
４
４
引
４
４
刈
４
一

１
２
３
４
５
６
７
一

、
一
リ

－

－
：
．
－
ぞ

Ｃ
Ｙ

方

－
Ｕ

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
↑
（
岡
崎
）

　
・
在
庫
投
資
・
価
格
・
コ
ス
ト
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
最
終
販
売
額
デ
ー
は
タ

　
利
用
不
能
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
生
産
指
数
に
よ
っ
て
代
用
し
、
そ
の
他
の
説
明
変
数

　
と
し
て
在
庫
投
資
・
製
品
コ
ス
ト
に
影
響
を
与
え
る
稼
動
率
を
と
り
あ
■
げ
る
。

〔
関
数
選
択
〕
　
こ
れ
ら
の
変
数
組
み
合
わ
せ
に
基
く
推
定
緕
果
の
主
な
も
の
は
、
第
・
。
１

　
３
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
生
産
指
数
（
ラ
グ
一
期
）
と
在
庫
投
賓
と
を
説
則
変
数

　
と
す
る
（
¢
ー
く
。
ー
べ
）
に
お
い
て
は
、
バ
ラ
メ
タ
ー
が
有
意
で
な
い
。
そ
の
他
の
関

　
数
に
お
い
て
は
、
バ
ラ
メ
タ
ー
は
有
意
で
あ
る
が
、
誤
差
項
に
正
の
系
列
相
関
が
認
め

　
ら
れ
る
し
た
が
っ
て
、
経
済
説
明
力
は
不
充
分
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
説
明
変
数
と
し
て

　
財
政
支
出
が
使
州
さ
れ
て
い
る
（
■
－
く
。
１
一
）
を
採
州
す
る
。
こ
の
場
合
、
系
列
相
関

　
は
不
定
で
あ
る
。

　
　
こ
の
関
数
に
対
す
る
部
分
テ
ス
ト
の
緕
果
は
、
第
ｃ
．
１
澤
図
の
通
り
で
あ
る
。

吃
　
　
ニ
ア
ル
ー
１
Ｕ
に
対
す
る
全
体
テ
ス
ト
・
最
終
テ
ス
ト
緕
呆

３　
最
終
テ
ス
ト
を
行
な
う
場
令
、
初
期
時
点
と
し
て
逝
常
、
燈
乱
の
少
い
時
点
が
選
ば
れ

　
る
。
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
テ
ル
ー
１
Ｕ
の
対
象
期
閉
は
、
二
回
の
上
昇
局
面
よ
り

　
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
第
二
同
目
に
お
け
る
一
五
の
四
半
期
に
つ
い
て
箏
後
的

　
外
挿
を
行
う
こ
と
と
し
ょ
う
。

　
　
全
体
テ
ス
ト
、
最
終
テ
ス
ト
と
も
に
、
理
論
値
は
実
現
値
と
か
な
り
類
似
し
た
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
三
三
三
）



得所人法図
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立
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十
二
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三
号
）
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１
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リ
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ｕ
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八
四
　
（
三
三
四
）

を
示
し
、
水
準
に
つ
い
て
も
良
好
な
一
致
を
示
し
て
い
る
。
水
準
が
か
な
り

偏
俺
し
た
も
の
と
し
て
、
在
庫
投
資
・
稼
動
率
の
両
関
数
が
指
摘
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
、
初
期
時
点
の
水
準
そ
の
も
の
が
一
致
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
も

原
因
が
認
め
ら
れ
る
。

　
変
動
バ
タ
ー
ソ
が
充
分
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
関
数
に
、
在
庫
投
資
．
個

人
貯
蓄
・
個
人
消
費
な
ど
、
不
規
則
変
動
の
多
い
も
の
が
あ
る
。

　
最
終
テ
ス
ト
結
果
が
良
好
な
関
数
に
つ
い
て
も
、
楽
後
的
外
挿
期
問
の
中

程
で
や
や
下
方
に
偏
椅
し
、
後
半
で
や
や
上
方
に
偏
俺
す
る
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
。

　
以
上
の
諾
テ
ス
ト
に
使
用
さ
れ
た
、
モ
デ
ル
の
誘
導
型
方
程
式
は
、
附
表

一
お
よ
び
附
表
二
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
（
注
２
）
　
｝
ユ
＆
昌
ｐ
Ｐ
曽
・
〔
文
献
一
〕

　
　
　
　
　
ソ
Ｈ
＆
村
巨
彗
ボ
司
・
ｎ
文
献
一
〇
〕

　
　
　
　
　
　
○
篶
Ｕ
・
彗
げ
胃
ｑ
一
－
ｏ
ｏ
．
〔
文
献
二
〕

　
　
（
注
３
）
　
Ｈ
ｏ
向
声
　
〔
文
献
一
六
〕

　
　
　
　
　
　
上
野
祐
山
　
〔
文
献
一
八
〕

　
　
　
　
　
　
大
阪
大
学
祉
公
経
済
研
究
室
ｎ
文
献
二
二
〕

　
　
（
注
４
）
　
穴
一
ヱ
ｐ
Ｈ
と
２
目
ら
○
ｏ
巳
一
）
ｏ
『
ｏ
ｑ
竃
・
＞
・
つ
ｏ
・
〔
文
献
九
〕

　
　
（
注
５
）
冒
秦
箏
華
３
、
こ
・
・
。
・
彗
ら
○
葦
冨
一
文
献
二
〕



６

図
４
５３第ＰＮＧ

１
５
　
　
１
４
　
１
３
　
１
２

ｕ
　
　
１
０
　
　
９

リ

　
３
６Ｈ

一
Ｈ
一

　
３
５Ｈ

一Ｈ
一

８

‘
’

ク

。
■
、
！
ン

　
　
ー

■
・
■
１

、
、
、
’
／

　
　
、
・
■
１

　
　
　
。
・
１

　
　
　
　
、
ノ

　
　
　
　
　
．
ｒ

直
ト
ト

“
　
ス
　
ス

繍
テ
テ

　
体
終

実
全
最

　
　
　
　
　
　
　
　
〆

’’
‘
’

’
’

！

‘
　
’

１
、
，

！
、
・

　
１
一

’
’

ノ
’一’’

’
－．

’
’

　
３
４

Ｊじ

・
Ｈ

１
３
２

１
一

Ｈ
一

　
３
１Ｈ

一
Ｈ
一

（
兆
円
）

１
０
　
　
９
　
　
８

　
　
　
３
０
一
ｕ
一
ム

　
　
凪
２

　
７

銑消人固｛

７

６

ｏ
ｏ

１

１

’
’
’
’

’／
一

ｏ

■
’

’

■〃

’。
’

ｏ
‘

■
’
ｏ

’

■
’

’

／
、
１
■

　
。
■

■ｏｏ
’
’
’
’
’

ク、
！

　
　
〆

　
　
　
〃

’

グ 。
Ｊ
皿
脆

ど
Ｈ
一

　
３
５

ど
Ｈ
一

　
３
４ｕ

」Ｈ
一

１
３
３

１
３
２

１
」

Ｈ
一

　
３
１ｕ

一

（
兆
Ｈ
）
　
６

５

Ｈ
一

　
３
０

じし
　
２
９皿

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
瑛
の
構
造
分
析
↑
（
岡
崎
）

八
五
　
（
三
三
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

八
六
　
（
三
三
六
）

３
０

２
５

２
０

宅佳
人
．側

。
７

■
’

ｏ
‘

１
１

‘
！

■

■〃
♂
ｏ

１
■〆
～
／

　
　
１

〃
〃

〃

１

’

’
’

’
’

’
”

’
〃

１〃
〃

’

〃〃

〃

〃

　
〃一
、／

’，‘〃
一
ク

〃

〃■

ノ
〃’

　
〃一
〇■
７

　
．
１
”

〃

ｏ
ク

〃’
’

１
５

リ

皿
３
６ｕ

一
Ｈ
」

　
蝸
」

１
、Ｈ

一

　
泌

ど
Ｈ
一

　
３
３
１

１
３
２

１
一
、
一■

　
３
１ｕ

一
Ｈ
一

　
３
０Ｈ

一

ｗ
Ｊ

凪
２
９

資投傭設

（
百
億
円
）

０２

３
６
　
３
４
　
３
２
　
３
０

２
８
　
　
２
６
　
２
４
　
２
２

２
０
　
１
８
　
”
　
１
４

’
ｏ
・
ｚ

’
’

・
１

／
１■’

／‘

／

１／
‘
　
１

／　
■
，
、
！
■

ｏ

‘

’

／
１
　
。
　
■

　
　
／

３
０

ｏ
’
’

‘

５
’

１
’

’
ｏ

■
、
、
、
、

’

１

’、
、、

’
、
、

’
’

’
’’

’
－
、
、

‘
‘

’

♂
、

■４ ○

ゾ＼

１
４
　
　
１
２
　
　
１
０

、
　
　
ド
ー
Ｌ

８
　
　
　
　
６

１１皿皿皿 、
Ｊ

唖
　
３
６Ｈ

一

、
一

皿
　
「
り
　
３

ご
Ｈ
一

　
３
４　

」
３
３

皿
３
２

１
」

Ｈ
Ｈ

　
３
、
一

Ｈ
一

（
千
億
円
）

　
３
０

ど

・
ド
晒
２



１
４

１
２
　
　
１
０
　
　
８
　
　
６

４
　
　
　
　
２

〇
　
一
２

資投庫在

耐

Ｕ

　
３
６

２
０
　
　
１
９
　
　
１
８
　
　
１
７

、

７
．
・
～
／

　
’　
！

　
　
１

　
　
ｍ

　
　
’

１

／
！
１

　
　
　
、
〃

　
　
　
　
、
イ
！

　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
■

、へ’ｏ
ｏ
ｏ

ｏ

ｏ
〃
〃
〃
〃

ｏ
／
一〃

ｖへ
’

〃
ｏ

ｏ
ｏ

ｏ

／
’

ｏ
ｏ

’
’

、

、ｏ

｝
ｏ　

、

１
、’

ｏ

）

〃

、
、

Ｈ
」

Ｈ
一

　
３
５

ど
Ｈ
一

（
千
億
門
）
　
１
０

８
　
　
　
６

　
３
４Ｈ

一

じ

１
３

　
３
２

どじ－
Ｈ
一

　
３
０

ど

ｗ
Ｊ

口
２
９

４
　
２
　
０
　
↓
、

１
』

ｌ
ー
二

輸

１
６

１
５

１
４
　
　
１
３
　
　
〃

■

３
ク

ｏ

〃

！
■
〃

１〃‘’‘’１’〃
ク
‘ク〃

１ ■

■
〃
‘’

〃

’〃
ク
・． ‘

一’ｏ
１

■
■

！
１

■
！
ク
’
’’‘

１

■

〃 ■
１

Ｊ・・

ｗ

！

■
３
６

１
一

Ｈ
一

　
３
５Ｈ

一

リ

　
３
４

ど

、
一

■
３
３

・
一

・
２
ノー
、Ｈ

一

　
３
１

ど
Ｈ
一

　
３
０

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）

（
千
億
Ｈ
）
　
１
３
　
　
１
２

１
１
　
　
１
０
　
　
９
　
　
８

１Ｉ
ｗ
／

　
２
９
■

八
七
　
（
三
三
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

八
八
　
（
三
三
八
）

入輸
３
０

２
５

２
０

１
５

／
／
　
、
〃
■
■
’、
〃
’

　
、
・
〃
／
’

　
　
１
！

　
　
　
ノ
’

　
　
　
　
１
■

　
　
　
　
”
〃
〃

’’
’’

‘
’

ク

〃
〃
〃

■

〃
／
｝
、
／

　
　
／
、
一

　
　
　
■
、
■

　
　
　
　
．
■
”
ノ

　
　
　
　
　
　
，
１

１
〃
〃

〃

１

ノ’
〃

１
１
・一

〃
〃

〃
－、

－

１
５

１
０

５
。
ソ皿

　
３
６

ど
Ｈ
一

　
３
５

ど

、
一

皿
　
３
４Ｈ

」Ｈ
一

　
３
　
３
■

１
３
２

１
」

（
干
億
円
）

じ

　
３

じ
Ｈ
レ

一
一
し

□
２
９

剰余外海蔚経 ２
　
　
　
０

↓

　
　
　
　
　
　
　
０

↓
　
↓
　
↓
　
一

　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
＼
＼

　
　
　
＼
＼

　
　
一
へ

・
、
＼

一
一

＼
　
、
｛

＼ 、
、
＼

、

；
一

＼
！
、
、
、

、
、

、’’

、－
、
、’

、

、

、

＼ 、
、

’
ｏ
、

２
　
０
　
↓

ｗ

リ

　
３
６

ど
ｎ
一

　
３
５

ど工
皿
４
一
　
３

と
Ｈ
一

　
３
　
３
皿

１
３
２

・
し
、
Ｊ

皿
３
１

ど
Ｈ
一

　
３
０ｕ

し

（
千
憾
円
）
　
　
４

ｗ
Ｊ
皿
卿



３
５

３
０

２
５

２
０

１
５

１
０

５
　
　
　
　
０

父狂怖人

５
　
　
１
０
　
１
５

一
　
　
一
　
　
一
ｗ

一
一
、

１
一
／

’

！

！
〃

、
グ

／
、
〆．

、

　
１

　
　
’

／ 〃
！

■
〃

　
“

　
、
＼

、
＼
《
■

〈＼
’’１

へｏ’
、

、

！、

１、

１

’’〆
、

１、、
」

１、

１、

♂
、

、

（
　
　
　
１
－
「

↑

リ

　
３
６Ｈ

一
Ｈ
一

皿１

３
５

」

Ｈ
一

　
泌

し
…
一

１
３
３

（
百
億
円
）

”

旺
３
２

・
」Ｈ

一

皿
３１一Ｈ

一

　
３
０
皿・
一

ｗ
ソ

皿
２
９

１
０
　
５
　
０
　
．
↓

○

ク
一

３
数桁産生

００３

０８２

０６２

０４２

０２２

００２

醐

０
＾
り

１

０４１

。
■
／
、
・
（
／

　
　
１
〃
’／
’

■
／

　
、
・
７

　
　
　
”
、
７
’

　
　
　
　
、
１
／

クつ

！

１

４
／
”
■

　
　
／
、
・
〃

　
　
　
／
’
、

　
　
　
　
　
■
、

■
■
１

１
〃
１

・
ク

■

１、
〃

〃

１
１
〃、

、

Ｈ
一

　
３
６

一
一

　
３
５

一
一

　
３
４

一
一

皿
３
３

皿
３
２

１

皿

一
一

　
３
０

一
一

０

’
ｏ

１

　
　
　
　
　
　
　
　
皿
２
９

４
０
　
２
０
　
　
０
０
　
　
８
０

計
姑
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
策
気
循
環
の
榊
篶
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）

八
九
　
（
三
三
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

九
〇
　
（
三
四
〇
）

卒動疎
９
０

８
０
　
　
　
　
　
７
０

１
・一

．
ー

ブ
、
■■

クブー
フ

　
■
／

　
　
／

　
　
　
、
■

　
　
　
　
”
！

　
　
　
’
　
　
！

　
　
　
　
／
、

　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
／

、！
！
！
！
！

■
〃
１
一

１１

　
１
　
〉

／
一
、

〃

１・’■
■

）〃
、
、

８
０
　
　
　
　
　
７
０

ｗ皿
　
３
６

Ｈ
一Ｈ

Ｊ

　
３
５

ご
Ｈ
Ｊ

　
３
４

じ
Ｈ
一

　
３
３
１
　
－

１
３
２

１
しＨ

Ｊ

　
３
１

し
Ｈ
一

　
３
０

し

ｗ
ソ
　
９
口
２

注受滅機 ４
　
　
　
　
　
　
　
　
３

２
　
　
　
　
　
　
　
　
１

一
’ザ
／

／
一
／

　
　
１
／

　
　
■
１

　
　
　
■
‘

〃！
’

／
’
〃

‘
’一■

１！

１
！・
■
！

／
、
　
／

！
’

〃♂■
■

〃

！■ノ
１
！

■
‘

１ ノ
一

ノ
ぐ

！

）
、、！

！
１
ク‘、

、

＼

２
　
　
　
　
　
　
　
　
１

ｗ

リ

　
３
６
１・
一Ｈ

一

　
３
５
皿・
」ｎ

」

　
３
４
１１
」

二

１
３
３

１
３
２

・
」Ｈ

一

　
３
ｌ

Ｈ
一ｎ

Ｊ

　
０
　
３
口－
一
ｗ
ソ

　
２
９
口



００

ソ
】

０９１

０８１

０７１

０６１

５
０
　
４
０
　
３
０
　
２
０

ｌ
　
　
ｌ
　
　
１
　
ｌ
ｗ

政桁片

！

！

■
！

■ ７
’

■
　
■

／
／

／

”
’
　
〃
　
♂

／

１
〃

／
ー
ノ　
、
グ

　
　
／
１

　
　
　
．
／
ノ

！！！
１

ノ
’〆

〃

〃
１

７
’

｝
－、－

－、－
．

！

ノ
、
〃

皿
　
一
　
６
皿
３
・
一Ｈ

一

　
蝸
１・
一Ｈ

Ｊ

　
３
４

と
Ｈ
一

　
３
■
３

皿
３
２

と一

皿
３
１
一Ｈ

一

　
３
０
１１
一

∴

０
肚
２

９

金資備設規新
２
８

２
６

以
　
　
２
２

２
０

１
８
　
１
６
　
１
４
　
１
２

１
０
　
８

ｏ
〃
ソ
’

　
’
７
ソ
ー
’

　
　
１
１
”
１

１
１
１
／

　
■
／

　
　
。
・
／

　
　
　
■
，

　
　
　
　
！
！

■
１
■
■

　
■
■

　
　
！
’

　
　
！

！
〃

〃

〃
ン

〃”
〃

１
‘
、

／

ク
ｏ

！

〃
〃

’

〃

１ ■■＼ １

／
－一〃

！

　
ソ、
、！、

｛‘
〃、

、
、

ノ
、

ｗ皿
　
３
６Ｈ

一
Ｈ
」

　
３
５

ど
Ｈ
」

　
３
４
皿－
一Ｈ

一

　
３
３
Ｉ

Ｉ
３
２

工じ

　
３
１

し
Ｈ
一

　
〇
－
３

と

ｗ
ソ

皿
２
９

Ｏ
　
　
　
　
０
　
　
　
　
０

２
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
Ｏ

計
せ
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
策
貨
循
環
の
構
造
分
析
↑
（
岡
崎
）

（
千
億
円
）

１
０

８
　
　
　
６

九
一
　
（
三
四
一
）

４



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

九
二
　
（
三
四
二
）

クツトス本資
１
２

１
１
　
　
１
０

９
　
　
　
８

７
　
　
　
６

ク
、
・
■

／
／

１
■
ノ
〃
’

ノ
ー
．
〃、

１
‘

１

〃ｏ
‘’

ｗ

リ

　
３
６Ｈ

一
Ｈ
Ｊ

　
３
５

ど
Ｈ
Ｊ

　
３
４
Ｉ１
一Ｈ

一

１
３
３

（
兆
Ｈ
）

６
　
　
　
　
５

１

４

３
２

、
しＨ

一

　
３
１

’
…
Ｊ

　
０
　
３

Ｈ
一

ｗ
ソ

皿
２
９

却償価減

１
４

１
３
　
　
１
２
　
ｕ
．
　
１
０

９
　
　
　
８

７
　
　
　
６

ー
ノ
’

　
。
ん
■

■

〃■
ｏ

。
７

７

■
‘
！

　
〃

１
’

１

ｏ
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
‘
’

’’’’’’’一
一

ｗ皿
　
３
６

ど
Ｈ
Ｊ

　
３
５

し
Ｈ
一

　
３
４

Ｌ
、
、
Ｊ

皿
３
３

１
一

皿
３
２

、
」…

一

皿
“

一
一

　
３
０

一
一

（
干
偲
円
）

６
　
５
４
皿
鴉



２
３

２
１

１
９

１
７

１
５

１
３

１
１

９

蕾貯人胴｛

１
１

’
／
‘

ｏ

１

／
’’５
１

・－〃

１
〃
１

１
１

！

〃

ノ
、
イ
ー

　
／

！
！
！

ノ、
、
、１

〃

）

＼

１
１

〃＼ ’

１
１

１

　
〃
　
一
　
・
　
＼
１
！
１

■
‘・－

、、
、・・

１、
、

１
０

９
　
　
　
　
　
　
　
８

７

ｗ
皿
３
６

ｕ
一

じ

　
３
５

ｕ
一

Ｈ
Ｊ

１
３
４

１
一Ｈ

一

　
３

１
　
３

皿
〃
・
一

１
２

１
０
　
　
８
　
　
６
　
４

ｕ
一

　
３

ご
Ｈ
一

　
３
０

Ｈ
」
・
）

口
　
２

号所人個

■

■

１
’　
／
’
／
　
■

　
　
！
！

／
／
／／
／

　
　
、
ノ
ノ

　
　
　
　
、
〃
■

　
　
　
　
　
．
ろ
１

　
　
　
　
　
．
二

　
　
　
　
　
　
　
’

１
■

！

■

！

〃
１一

〃
１
一、

‘
’’‘－－

〃
■

１

ｗ

リ

　
３
６

し
Ｈ
Ｊ

　
３
５

し
Ｈ
」

　
３
４

Ｈ
」Ｈ

一

１

３
３

皿
３
２

１
」Ｈ

Ｊ

１Ｉ

３
１

しじ

　
３
０

ご

（
兆
門
）

７
　
　
　
　
　
　
　
　
６

１
」
Ｈ
パ

汁
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維
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
較
後
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気
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の
糠
造
分
析
Ｈ
（
閉
崎
）

九
二
　
（
、
．
．
四
、
二
）



立
命
館
経
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学
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第
十
二
巻
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第
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０
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６
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四
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四
四
）

４
　
モ
デ
ル
に
お
げ
る
局
面
別
構
造
変
動
の
検
定

　
わ
れ
わ
れ
は
、
景
気
上
昇
局
面
と
景
気
下
降
局
面
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
個

有
と
思
わ
れ
る
構
造
に
つ
い
て
、
統
計
的
推
定
を
試
み
た
結
果
．
二
組
の

連
立
系
モ
デ
ル
を
作
製
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
説
明

し
た
モ
デ
ル
作
製
○
プ
ロ
セ
ス
が
示
す
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
手
に
し
た

結
果
が
、
利
用
可
能
な
最
善
を
目
ざ
す
ほ
ぼ
網
羅
的
な
模
索
の
成
果
だ
と

し
て
も
、
関
数
想
定
の
前
提
と
し
て
設
定
さ
れ
た
作
業
仮
説
が
統
計
的
に

検
証
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
検
証
の
第
一
歩
と
し
て
、
既
に
掲
げ
た
よ
う
な
、
推
定
値

の
有
意
性
検
定
を
行
い
、
ほ
ぽ
良
好
な
緕
果
を
得
た
。
残
さ
れ
た
間
魑
は
、

局
面
ご
と
に
作
製
さ
れ
た
個
Ａ
の
関
数
か
ら
、
は
た
し
て
統
計
的
に
み
て
、

局
面
別
構
造
の
変
動
を
検
出
し
う
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
次
の
三
段
附
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ソ
グ
を
試
み
た

１
　
有
意
性
比
較
テ
ス
ト

■
　
推
定
仇
の
分
散
比
テ
ス
ー

皿
　
バ
ラ
メ
タ
ー
比
較
テ
ス
ト



呆結グソニーリ
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定ｕ半合綜の化変造構トステ比散分トステ較比畦意有
’
／

十
　
　
？
十
十
十
十
十

十
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十
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費
宅
資
資
出
入
数
率
注
数
金
却
得
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資

消
住
投
投
　
　
指
　
受
指
備
償
所
所

　
　
　
　
　
　
　
動

人
人
傭
庫
　
　
産
　
械
用
設
価
人
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規

胴
個
設
在
輸
輸
生
稼
機
雇
新
減
法
個

をとこたれらめ認の動変造構
口
刀
　
，
　
ｏ

面
を
す

局
と
示
，
こ
，

果
た
を

結
っ
と

の
か
こ

ト
な
る

ス
れ
あ

テ
ら
で

該
め
明

当
認
不

よ
十
い
予
＾

印
印
印

十
一
？
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計
封
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
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構
造
分
析
臼
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岡
崎
）

九
五
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三
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
　
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
、
三
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
）

こ
れ
ら
の
テ
ス
・
の
内
容
は
、
別
の
機
会
に
詳
述
し
た
Ｄ
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
二
組
の
モ
デ
ル
に
含
ま
れ
る
、
個
別
方
程
式

の
各
六
に
、
１
、
■
の
テ
ス
ト
を
加
え
た
結
果
の
み
を
ま
ず
表
示
す
れ
ば
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
に
つ
い
て
は
第
仁
１
Ｈ
表
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｕ
に

つ
い
て
は
第
杜
Ｉ
Ｎ
表
の
通
り
で
あ
る
、
こ
れ
ら
二
段
階
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ソ
グ
に
よ
っ
て
も
、
局
面
別
構
造
変
動
あ
り
と
判
定
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
関
数
は
、
第
４
１
３
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
残
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
関
数
に
お
い
て
は
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
の
輸
出
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
常
推
定
に
よ
る
バ
ラ
メ
タ
ー
に
つ
い
て

も
、
反
対
推
定
　
　
モ
デ
ル
ー
ｌ
Ｄ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
上
昇
局
面
デ
ー
タ
を
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｕ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
下
降
局
面
デ

表３
一
４策

資
出
投備設
輸

入
率
　
助
輸
補

　
　
　
金

　
　
　
資

Ｄ
費
資
備
Ｕ
費
数

＝
消
投
設
＝
消
指

ル
人
庫
規
ル
人
産

デ
個
在
新
デ
個
生

モ
　
　
　
　
　
　
モ

ー
タ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
て
推
定
す
る
こ
と
を
指
す
　
　
に
よ
る
す
べ
て
の
バ
ラ
メ
タ
ー
に
つ
い

て
も
、
い
ず
れ
も
有
意
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
正
常
推
定
に
よ
る
推
定
値
の
不
偏
分
散
と
、
反
対
推
定

に
よ
る
推
定
値
の
不
偏
分
散
と
が
相
等
し
い
と
い
う
仮
説
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
数
に
つ
い
て
有
意
に

成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
関
数
に
関
し
て
は
、
局
面
別
構
造
変
動
の
存
在
は
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
の
が
、
当
面
の
帰
結
で
あ
る
。

　
同
一
の
回
帰
式
　
　
し
た
が
っ
て
変
数
組
み
合
わ
せ
は
同
一
　
　
に
つ
い
て
、
二
組
の
サ
ソ
プ
ル

か
ら
別
六
に
得
ら
れ
た
バ
ラ
メ
タ
ー
准
定
値
が
と
も
に
有
意
で
、
推
定
値
の
不
偏
分
数
も
有
意
水
準
一
～
五
％
で
と
も
に
相
等
し
い

以
上
、
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
た
比
較
的
容
易
な
構
造
変
動
の
判
定
基
準
の
一
つ
は
、
バ
ラ
メ
タ
ー
白
体
が
同
じ
値
を
と
る
か
否
か
で

あ
る
。
一
方
の
サ
ソ
プ
ル
が
、
他
方
の
サ
ソ
プ
ル
の
部
分
集
合
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
バ
ラ
メ
タ
ー
の
同
一
性
が
認
め
し
れ
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

め
の
充
分
条
件
は
、
Ｇ
・
Ｃ
・
チ
ャ
ウ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
チ
ャ
ウ
の
テ
ス
ト
を
必
要
と
し

な
い
　
た
ぜ
た
ら
ぱ
、
わ
れ
わ
れ
の
目
的
に
と
っ
て
は
、
パ
ラ
メ
タ
ー
が
同
一
で
な
い
こ
と
の
検
定
で
充
分
だ
か
ら
で
あ
る
。



　
ス
ク
リ
ー
ニ
ソ
グ
ー
、
を
経
て
残
さ
れ
た
関
数
に
つ
い
て
、
正
常
推
定
値
と
反
対
推
定
値
と
の
比
較
を
、
第
仁
１
。
◎
表
に
示
し
て

お
こ
う
。
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
パ
ラ
メ
タ
ー
の
同
一
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
正
常
推
定
に
よ
る
す
べ
て
の
バ
ラ
メ

タ
ー
に
つ
い
て
も
、
反
対
推
定
に
よ
る
す
べ
て
の
バ
ラ
メ
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
も
有
意
で
な
か
っ
た
。
モ
デ
ル
ー
１
Ｄ
の
輸
出

関
数
に
つ
い
て
は
、
構
造
変
動
の
有
無
不
明
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
（
注
１
）
　
岡
崎
、
　
〔
文
献
一
一
〕

　
　
（
注
２
）
　
ｏ
ぎ
メ
９
０
．
〔
文
献
一
〕

５
　
制
約
さ
れ
た
循
環
か
自
由
な
循
環
か

　
１
　
５
・
　
モ
デ
ル
の
動
学
的
性
質
に
関
す
る
若
干
の
テ
ス
ト

　
モ
デ
ル
の
動
学
的
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
に
か
か
げ
る
テ
ス
ト
を
加
え
よ
う
。

１
　
初
期
値
テ
ス
ト

　
構
成
さ
れ
た
モ
デ
ル
が
、
も
し
も
良
好
な
モ
デ
ル
で
あ
れ
ば
、
最
終
テ
ス
ト
に
際
し
て
、
い
ず
れ
の
時
点
を
初
期
値
と
し
て
選
ん

　
で
も
、
理
論
値
の
時
系
列
が
、
実
現
値
の
時
系
列
に
対
し
て
良
好
な
フ
ィ
ツ
ト
を
示
す
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
モ
デ
ル
の

　
安
定
的
精
度
を
確
認
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
で
あ
る
。

皿
　
固
定
テ
ス
ト

初
期
時
点
と
し
て
注
意
の
時
点
を
選
び
、
外
生
変
数
の
値
を
初
期
時
点
に
固
定
し
た
ま
ま
、
最
終
テ
ス
ト
と
同
様
の
方
法
で
事
後

　
的
外
柿
を
行
う
。
こ
の
結
果
得
ら
れ
た
理
論
値
の
時
系
列
は
、
外
生
変
数
か
ら
の
影
響
が
除
去
さ
れ
た
場
合
の
、
体
系
の
動
学
的

　
　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
↑
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
１
　
．
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
三
四
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
十
二
巻
．
第
三
号
一
　
　
．
、
、
．
、
　
　
　
　
　
九
八
一
三
四
八
一

　
時
間
径
路
を
示
し
て
い
る
・
理
論
値
の
時
問
径
路
と
、
最
終
テ
ス
ト
の
理
論
値
の
時
問
径
路
と
の
比
較
に
よ
つ
て
、
変
動
が
体
系

　
内
部
の
構
造
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
外
生
変
数
の
シ
ョ
ツ
ク
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
か
を
判
定
で
き
る
。

皿
　
直
線
延
長
テ
ス
ト

　
こ
の
テ
ス
ト
は
皿
の
変
形
で
あ
り
、
目
的
は
■
と
同
一
で
あ
る
。
固
定
テ
ス
ト
で
は
外
生
変
数
の
値
が
初
期
時
点
に
固
定
さ
れ
て

　
い
た
か
ら
・
毎
期
同
一
の
外
生
的
シ
ョ
ッ
ク
を
体
系
に
加
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
直
線
延
長
テ
ス
ト
で
は
、
外
生
変
数
の
衝
撃
が
、

　
毎
期
規
則
正
し
く
増
大
す
る
と
い
う
仮
定
の
下
で
、
外
挿
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
成
長
ト
レ
ソ
ド
が
可
成
り
顕
著

　
な
経
済
の
場
合
に
は
・
直
線
延
長
テ
ス
ト
の
理
論
値
時
系
列
と
、
最
終
テ
ス
ト
の
理
論
値
時
系
列
と
は
、
■
の
場
合
程
に
は
乖
灘

　
し
な
い
凸
成
長
要
因
「
ト
関
す
る
ツ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
と
し
て
好
適
と
見
ら
れ
よ
う
。

　
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
お
よ
ぴ
モ
デ
ル
ー
１
Ｕ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
、
固
定
テ
ス
ト
な
ら
び
に
直
線
延
長
テ
ス
ト
結
果
を
、
重
要
、
べ
変
数
に

つ
い
て
図
示
す
れ
ば
、
第
仰
１
Ｈ
図
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
対
象
期
間
は
、
　
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
に
関
し
て
は
三
二
．
■
～
三
三
．
■
Ｏ

期
問
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｕ
に
関
し
て
は
三
三
・
■
～
三
六
・
ｗ
の
期
間
で
あ
る
。

　
“
　
テ
ス
ト
の
帰
緕

　
５
　
ま
ず
・
固
定
テ
ス
ト
に
よ
る
理
論
値
と
、
最
終
テ
ス
ト
に
よ
る
理
論
値
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
上
昇
局
面
に
つ
い
て
は
、

現
実
ｏ
霧
成
長
の
う
ち
ど
れ
だ
け
が
外
生
変
数
の
影
響
に
よ
る
か
を
、
一
方
下
降
儲
に
つ
い
て
は
、
現
実
の
後
退
の
う
ち
ど
れ

だ
け
が
外
去
警
影
響
に
よ
る
か
高
定
す
・
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
の
対
象
期
問
、
函
し
て
は
、
上
昇

局
票
三
三
年
■
四
半
期
～
…
一
年
ｗ
睾
期
問
の
三
年
半
に
亘
る
の
に
対
し
、
下
峰
局
面
は
三
二
手
四
半
期
～
三
三
年
。
四
半

期
問
の
一
年
余
り
し
か
な
い
の
で
、
上
昇
局
面
に
関
す
る
ツ
、
　
レ
ー
ノ
ヨ
ソ
の
み
に
限
定
し
て
お
こ
う
。



上
昇
局
面
に
関
し
、
各
変
数
ご
と
に
最
終
テ
ス
ト
時
系
列
の
成
長
率
と
、
固
定
テ
ス
ト
時
系
列
の
成
長
率
と
を
比
較
し
た
も
の
が
、

第
蜆
ｌ
Ｈ
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
外
生
変
数
が
一
定
で
も
、
内
生
変
数
の
値
は
依
然
と
し
て
上
昇
す
る
が
、
上
昇
率

は
か
な
り
鈍
化
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
例
を
と
る
な
ら
ば
、
現
実
の
成
長
率
（
期
末
－
期
首
）
が
五
二
％
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
に
対
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外
生
変
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し
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よ
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策
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構
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分
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は
、
僅
か
二
八
・
八
％
に
当
る
。
換
言
す
れ
ば
、
期
問

中
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
上
昇
は
、
体
系
内
部
の
構
造
に
基
く
も
の

が
五
五
％
で
、
残
り
の
四
五
％
は
、
外
生
変
数
の
目
銀

貸
出
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
外
生
変
数
の
影
響
が
％
以
上
を
示
す
内
生
変
数
を
、

そ
の
割
合
の
大
な
る
順
に
列
挙
す
れ
ば
、
法
人
所
得
・

個
人
佳
宅
・
新
規
設
傭
資
金
供
給
と
な
る
。
一
方
、
外

生
変
数
の
影
響
が
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て

は
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
・
減
価
償
却
が
挙
げ
ら
れ
る
。

既
に
掲
げ
た
テ
ス
ト
給
果
の
グ
ラ
フ
笏
岬
ｌ
Ｈ
図
に
お

い
て
、
最
終
テ
ス
ト
の
理
論
伏
時
系
列
と
、
固
定
テ
ス

ト
の
理
論
侃
時
系
列
と
を
比
較
す
る
と
、
生
産
指
数
と

在
庫
投
資
と
で
は
、
殊
ん
ど
同
様
の
タ
イ
ム
．
シ
ェ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
三
四
九
）
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プ
を
示
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
と
輸
入
と
で
頃
ま
で
は
同
様
の

タ
イ
ム
・
シ
ェ
ー
プ
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後

は
、
顕
著
な
乖
離
払
示
し
一
て
、
外
生
変
数
の
影
響
が

明
白
に
し
て
い
る
。
設
傭
投
資
に
関
す
る
結
果
は
、

極
め
て
興
味
深
い
。
即
ち
、
上
昇
期
問
の
前
期
に
は
、

固
定
テ
ス
ト
に
よ
る
理
論
値
の
方
が
上
昇
率
が
高
い

と
い
う
奇
妙
な
動
き
を
示
し
て
い
る
が
、
後
期
に
は
、

上
昇
率
が
著
し
く
鈍
化
し
て
、
景
気
拡
帳
期
な
い
し

景
気
過
熱
期
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
投
資
ブ
ー
ム
が
、

外
生
変
数
な
か
ん
ず
く
、
日
銀
貸
出
残
高
の
彩
響
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
輸
出
お
よ
び
縦
常
海
外
余
剰
に
つ
い
て
同
様
の
考

察
を
試
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
に
氷
く
乖
雛
が

認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
の
乖
離
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の

輸
入
を
反
映
し
て
、
か
な
り
エ
ラ
テ
イ
ッ
ク
で
あ
る
。

　
下
降
尉
血
に
お
い
て
は
、
先
述
の
如
く
班
後
的
外
挿
期
問
が
催
か
に
五
期
閉
で
あ
る
た
め
、
二
つ
の
時
系
列
に
こ
れ
秤
顕
著
な
相

連
が
認
め
ら
れ
な
い
と
は
云
え
、
在
庫
投
資
の
場
合
、
外
生
変
数
を
初
期
時
点
に
固
定
し
た
場
合
、
在
庫
投
張
は
負
値
を
と
ら
ず
、
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１
２

経
常
海
外
余
剰
も
一
千
億
円
程
度
の
黒
字
に
留

ま
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
の
景
気
循
環
が
、
制

約
さ
れ
た
循
環
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
か
、
そ

れ
と
も
白
由
な
循
環
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
か

と
い
う
間
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
有
効
な

テ
ス
ト
と
し
て
、
シ
ョ
ヅ
ク
ニ
ァ
ス
ト
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
テ
ス
ト
の
目
的
は
、

外
生
変
数
に
よ
る
非
現
実
的
な
税
に
大
ま
た
は

小
な
る
シ
ョ
ッ
ク
を
体
系
に
与
え
た
場
合
に
も
、

体
系
の
時
問
径
路
が
、
最
終
テ
ス
ト
の
径
路
に

対
し
て
収
鰍
す
る
か
否
か
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と

に
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
モ
デ
ル
ー
１
Ｕ
に
対
し
て
は
昭
和

三
三
年
■
四
半
期
を
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
に
対
し
て

は
昭
和
三
二
年
－
四
半
期
を
、
そ
れ
ぞ
れ
初
期

時
点
と
し
て
選
び
、
外
生
変
数
た
る
財
政
支
出

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
三
五
一
）
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と
目
銀
貸
出
残
高
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
倍
し
た

シ
ヨ
ッ
ク
を
一
回
限
り
与
え
て
、
事
後
的
外
挿

を
試
み
た
。
こ
の
試
験
の
結
果
は
、
主
要
変
数

に
関
し
て
第
蜆
Ｉ
Ｎ
図
に
掲
げ
た
通
り
、
　
極
め

て
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
つ
い
て
見

れ
ば
、
上
昇
局
面
で
は
、
上
記
の
ツ
ヨ
ッ
ク
が

加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
＼
理
論
値
の
時
問

径
路
か
ら
次
第
に
大
き
な
乖
離
を
生
じ
、
外
挿

期
問
の
終
了
す
る
三
六
年
ｗ
四
半
期
に
い
た
っ

て
も
、
ツ
ヨ
ッ
ク
の
乖
雛
は
収
鰍
す
る
ど
こ
ろ

か
、
逆
に
大
と
な
る
倣
向
を
示
し
て
い
る
。
他

方
下
降
局
而
で
は
、
こ
の
よ
う
な
非
軌
実
的
に

大
き
な
ツ
ヨ
ッ
ク
を
与
え
て
も
、
帷
か
五
期
の

外
柿
期
問
を
経
過
し
た
後
、
披
終
テ
ス
ト
の
理

論
他
の
時
閉
従
賂
に
向
っ
て
収
鰍
し
て
行
く
、

拠
言
す
れ
ば
、
体
系
に
対
し
て
外
生
亦
火
数
に
よ

る
シ
ヨ
ッ
ク
が
与
え
ら
れ
て
も
、
初
刻
峠
点
直
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９

の
理
論
値
の
時
問
径
路
の
乖
離
は
極
く

一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
間
も

な
く
最
終
テ
ス
ト
の
理
論
値
の
径
路
に

向
っ
て
収
敏
す
る
。

　
こ
の
テ
ス
ト
緒
果
か
ら
明
ら
か
に
さ

れ
た
こ
と
は
、
モ
デ
ル
ー
１
Ｕ
の
場
合
は

最
終
テ
ス
ト
の
理
論
値
時
系
列
に
対
し

て
発
散
的
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
の
場
合
は
最

終
テ
ス
ト
の
理
論
値
時
系
列
に
対
し
て

収
鰍
的
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も

わ
れ
わ
れ
の
二
組
の
モ
デ
ル
が
、
実
現

値
に
対
し
て
極
め
て
良
好
な
フ
イ
ッ
ト

を
示
す
な
ら
ば
、
右
の
叙
述
に
お
け
る
、

”
最
終
テ
ス
ト
の
理
論
値
時
系
列
〃
と

い
う
句
は
、
〃
実
現
値
時
系
列
〃
と
置

き
換
え
ら
れ
て
も
差
支
え
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
推
定
さ
れ
た
よ
う
な

　
　
　
　
一
〇
五
　
（
三
五
五
）



図９
一
５第

立
命
館
経
済
学
（
窮
十
二
巻
・
第
三
号
）

３
５

３
０

２
５

２
０

１
５

資投備設

ｏ
ｏ
ク
‘
’
’

７
　
１
／

　
１
〃
”
／

　
　
　
ー
ハ
ー
’

　
　
　
　
１
１
り
１
．

　
　
　
　
　
　
ー
ハ
ー
‘

　
　
　
　
　
　
　
■
／
’

　
　
　
　
　
　
　
　
■
／
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

‘

／
１

／
■

■
７
ノ、

１
０

Ｈ
一

　
３
６

ど
Ｈ
一

■１

３
５

」

Ｈ
一

■１

３
４

」

一
一

１
　
３

　
３

１
３
３

・
一ｎ

一

　
３
２１

（
千
億
円
）

”

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
三
五
六
）

構
造
を
も
つ
経
済
の
体
系
そ
の
も
の
が
、
発
散

的
ま
た
は
収
歓
的
だ
と
い
う
こ
と
と
は
別
で
あ

る
。
シ
ヨ
ッ
ク
ニ
ア
ス
ト
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ

た
こ
と
は
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｕ
で
は
、
シ
ヨ
ッ
ク
の

大
き
さ
が
現
実
と
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず

る
偏
差
が
次
第
に
拡
散
す
る
け
れ
ど
も
、
モ
デ

ル
Ｈ
Ｄ
で
は
、
非
現
実
的
な
程
に
大
き
な
ツ
ヨ

ッ
ク
の
下
で
も
、
一
時
的
に
生
じ
た
偏
差
は
間

も
な
く
極
め
て
僅
か
な
値
に
収
束
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
経
済
の
体
系
そ
の
も
の
が
、
収
鰍
的
で

あ
る
か
発
散
的
で
あ
る
か
を
判
定
す
る
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
定
差
形
で
示

さ
れ
た
体
系
は
、
特
性
根
の
絶
対
値
の
う
ち
最

大
な
る
も
の
が
一
よ
り
大
な
ら
ば
発
散
的
、
一

よ
り
小
な
ら
ぱ
収
鰍
的
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の

壬
デ
ル
に
つ
い
て
計
算
し
た
場
合
、
モ
デ
ル
Ｈ
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Ｕ
の
場
合
は
一
よ
り
大
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
の
場
合
は
一
よ
り
小
と
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
目
本
経
済
の
上
昇
局
面
は
発
散
的
、
下
降
局
面
は

収
歓
的
と
い
う
判
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
き
に
加
え
た
シ
ョ
ツ
ク
　
テ
ス
ト
の
結
果
と
、
モ
デ
ル
の
特
性

根
の
性
質
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
緕
論
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
上
昇
局
面
の
経
済
構
造
は
発
敵
的
で
あ
り
、

外
生
変
数
の
ツ
ヨ
ツ
ク
が
大
と
な
る
に
従
っ
て
、
上
方
偏
伶
を
拡
大

し
て
行
く
。
と
こ
ろ
が
下
降
局
面
の
経
済
構
造
は
収
赦
的
で
あ
り
、

強
い
シ
ョ
ツ
ク
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
た
ん
顕
著
な

偏
椅
を
示
し
て
も
、
そ
れ
は
比
較
的
速
か
に
収
束
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
上
昇
局
面
で
は
、
上
位
転
換
点
は
白
生
的
に
は
決
定
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
上
昇
過
程
の
進
行
に
に
伴
い
、
経
常
海
外
余
剰
は
赤
字
に

転
ず
る
。
む
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
は
、
外
貨
保
充
。
同
の
適
正
レ
ヴ
ェ
ル
を

一
般
的
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
外
貨
の
喰
い
つ

ぶ
し
は
や
が
て
金
融
引
き
締
め
政
策
の
採
用
を
必
然
的
な
ら
し
め
、

こ
こ
に
発
赦
体
系
に
対
す
る
天
井
が
形
成
さ
れ
る
。
一
方
下
降
局
面

に
お
い
て
は
、
体
系
は
収
鰍
的
で
あ
り
、
か
な
り
大
き
な
シ
ョ
　
ク
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を
与
え
て
も
、
比
較
的
短
期
間
内
に
あ
る
水
準
に
収
鰍
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
径
路
が
一
様
で
あ
れ
、
或
い
は
極
め
て
短
期
的
な
振
動

を
伴
う
も
の
で
あ
れ
、
下
降
局
面
の
体
系
に
お
い
て
は
転
換
点
が
内
生
的
、
自
律
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
下
位
転
換
点
が
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
い
う
下
位
均
衡
点
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
は
明

ら
か
に
さ
れ
な
い
。
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